
軍
需
品
原
債
と
利
潤
統
制
 
 

一
 
 

根
 
 
岸
 
 
正
 
 

∴
 
 

戦
時
下
に
於
け
る
一
国
財
政
経
済
の
蓮
石
上
、
極
め
て
緊
要
な
る
課
題
の
仙
は
生
産
力
の
凍
充
で
あ
り
、
特
に
軍
需
品
生
産
墟
癒
 
 

の
確
保
は
、
そ
の
内
に
於
け
る
雄
な
る
も
の
で
あ
る
番
は
多
く
諭
や
る
ま
で
も
な
い
。
此
等
軍
帝
品
生
産
拭
充
確
保
の
た
め
に
は
、
 
 

困
家
総
動
員
法
■
蘭
時
資
金
調
審
決
の
如
き
は
勿
玲
、
製
鎖
・
自
動
車
・
航
基
磯
・
工
作
機
械
等
各
種
製
造
事
柴
淡
・
石
油
葉
放
そ
 
 

の
他
各
横
法
令
の
定
む
る
魔
を
通
し
て
、
保
護
助
成
・
の
途
の
講
ぜ
ら
る
ゝ
上
に
、
他
の
・
一
面
に
於
て
他
種
事
柴
に
許
さ
る
べ
き
よ
り
 
 

も
以
上
の
、
戦
時
的
な
る
麗
過
利
潤
の
昂
揚
が
許
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
等
は
諾
し
個
人
的
利
潤
追
求
の
思
念
が
、
個
人
的
 
 

創
意
に
よ
り
で
生
産
の
増
大
と
経
済
の
合
理
化
と
を
滑
ら
す
べ
し
と
な
し
た
る
、
或
は
明
か
に
之
を
潜
ら
し
た
る
、
規
経
済
甜
組
下
 
 

に
於
て
是
認
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
此
の
事
は
、
多
く
の
平
和
産
柴
が
動
も
す
れ
ば
各
種
の
制
限
拘
束
を
受
け
 
 

て
、
そ
め
生
産
機
能
の
蟹
輝
を
次
第
に
鍵
滋
に
し
つ
～
あ
る
に
封
し
、
或
は
叉
園
を
麹
げ
て
困
難
に
殉
す
る
の
概
を
以
で
邁
進
し
っ
 
 

ゝ
あ
る
に
勤
し
、
仙
碇
の
封
炊
的
閥
係
を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、
仙
樹
経
済
力
の
綜
合
的
塗
炭
の
た
め
に
、
戦
時
超
過
利
潤
の
制
限
 
 

軍
嵩
晶
原
璃
と
利
潤
統
制
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高
松
高
等
商
量
畢
校
紀
元
二
千
大
官
年
記
念
論
文
集
 
 

六
二
 
 

を
如
何
な
る
鮎
に
求
む
べ
き
か
は
、
極
め
て
重
要
な
る
間
超
を
な
す
も
の
と
僻
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
殊
に
超
過
利
潤
の
転
生
は
 
 

物
償
騰
貴
を
必
然
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
つ
て
、
固
家
財
政
の
安
全
性
確
保
の
立
場
よ
り
す
る
も
、
称
ぇ
観
民
生
清
の
安
定
確
保
の
 
 

立
場
よ
り
す
る
も
、
そ
の
重
要
性
は
極
め
て
頼
著
な
る
も
の
存
す
る
を
知
ら
な
く
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
関
に
我
図
に
於
て
、
利
潤
統
制
が
時
局
の
盈
雄
下
に
間
組
上
し
て
取
上
げ
ら
る
ゝ
に
至
た
の
は
」
昭
和
十
三
年
秋
の
武
漢
三
鋲
 
 

の
攻
略
よ
り
、
寄
欒
の
長
期
化
と
共
に
、
国
家
胎
動
良
法
第
十
叫
偉
の
賛
動
問
題
と
し
て
ゞ
あ
つ
て
、
遠
に
犠
牲
産
葉
が
紹
出
 
 

し
、
他
方
に
物
慣
騰
食
の
傾
向
が
頸
著
と
な
る
に
鑑
み
、
童
と
し
T
戦
時
敢
脅
道
義
の
観
鋸
よ
り
論
議
さ
る
ゝ
に
黄
り
た
る
も
の
で
 
 

ぁ
る
。
途
に
昭
和
十
四
年
四
月
国
儀
親
動
員
法
第
十
叫
條
の
蟄
動
と
な
り
、
兜
づ
配
皆
の
制
限
が
行
は
れ
た
。
更
に
配
鷺
の
制
限
に
 
 

止
ま
ら
す
、
利
瀾
統
制
が
愈
々
正
式
に
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
る
～
に
至
り
た
る
は
、
同
じ
く
昭
和
十
凶
年
川
月
の
中
央
物
慣
委
員
 
 

の
小
委
良
禽
・
常
任
肇
烏
合
の
議
を
経
て
、
鹿
二
十
三
回
中
央
物
慣
委
員
禽
に
於
て
決
定
案
と
し
て
答
申
さ
れ
た
る
所
謂
「
物
慣
統
 
 

制
大
綱
」
に
於
て
ゞ
あ
る
。
同
大
鋼
は
五
大
項
目
を
含
み
、
第
仙
項
に
は
戦
時
物
慣
政
額
の
目
梗
・
戟
痔
物
簡
閲
軍
解
決
の
怠
学
 
 

綜
合
的
物
慣
封
策
の
基
準
に
閲
し
、
第
二
項
た
は
戦
時
適
正
慣
楯
の
根
接
・
公
定
慣
格
設
定
の
品
目
的
場
樹
・
生
繹
規
格
統
制
方
法
 
 

公
定
償
格
制
の
根
本
封
策
に
閲
し
、
第
三
項
に
は
物
情
騰
貴
の
根
掠
を
な
す
物
資
裔
給
の
調
教
・
配
給
各
部
分
別
調
教
方
淡
に
銅
し
、
 
 

第
岬
項
に
は
戦
時
適
正
債
格
の
決
定
に
際
し
、
生
産
費
の
構
成
要
素
と
し
で
の
賃
金
。
運
賃
・
家
賃
・
地
代
等
の
調
教
方
法
に
閲
し
、
 
 

第
五
項
に
は
所
期
の
目
的
達
成
に
官
民
の
堅
き
協
力
を
必
要
と
し
、
制
裁
制
度
の
設
定
・
閲
ブ
ロ
ッ
ク
諸
因
問
の
嬉
絡
・
物
慣
統
制
 
 

機
構
の
塾
備
・
物
慣
政
策
賓
施
に
よ
り
盛
り
た
る
損
害
の
救
済
に
闘
し
、
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
項
目
と
し
て
取
上
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げ
ら
れ
た
る
も
の
ゝ
中
に
、
利
潤
統
制
の
問
題
が
含
ま
れ
て
屑
る
諜
で
あ
る
。
 
 
 

而
し
て
右
静
間
項
に
利
潤
と
し
て
訟
明
さ
る
ゝ
虚
に
依
れ
ば
、
 
 

「
戦
時
適
正
物
慣
形
式
上
必
要
と
ヰ
る
利
潤
封
実
の
重
視
は
、
必
ゃ
し
も
各
個
の
企
業
群
営
わ
利
潤
率
そ
の
も
の
を
直
接
制
限
す
る
 
 

の
趣
旨
に
あ
ら
す
し
て
、
利
潤
が
償
格
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て
、
．
商
晶
慣
格
申
に
含
ま
る
～
利
潤
の
適
正
低
下
を
期
す
る
に
あ
 
 

ー
n
ノ
0
 
 1

、
物
慣
そ
の
他
の
公
党
に
つ
き
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
首
該
商
品
慣
格
中
に
含
ま
る
ゝ
生
産
者
・
配
給
者
等
の
利
潤
に
つ
き
、
各
種
 
 

の
業
態
に
適
應
せ
る
戦
時
適
正
棟
準
一
ど
定
め
、
此
等
に
準
擁
す
る
こ
と
。
 
 
 

2
、
右
利
潤
の
算
定
標
準
に
つ
き
で
は
、
物
慣
並
に
貸
金
の
標
準
に
牌
臆
す
る
と
共
に
、
戟
時
特
殊
の
危
険
率
織
機
鏑
却
等
に
つ
 
 
 

き
、
合
理
的
考
慮
を
用
ゐ
る
こ
と
（
小
筆
良
禽
の
原
案
に
は
、
此
の
上
に
「
生
産
凍
充
を
阻
害
せ
ぎ
る
や
う
努
む
」
な
る
字
句
 
 

を
附
加
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
後
に
削
除
せ
ら
れ
た
）
。
」
 

と
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
場
合
の
利
潤
統
制
の
姿
・
内
容
は
、
大
静
止
記
の
如
き
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
。
準
戦
時
拷
制
以
来
、
 
 

平
和
産
業
と
軍
需
産
糞
と
の
間
に
は
蔑
多
の
践
行
的
甥
象
を
現
出
し
た
。
そ
の
不
均
衡
を
足
元
す
る
為
に
も
、
軍
開
発
柴
に
於
け
る
 
 

利
潤
統
制
は
、
問
題
と
し
て
狙
上
に
上
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
事
欒
の
長
期
化
に
伴
ひ
、
軍
群
発
柴
痍
充
の
嬰
愈
々
忽
 
 

な
る
に
加
へ
て
、
感
性
イ
ン
プ
レ
の
防
止
は
特
に
緊
急
の
事
項
と
な
り
、
物
資
需
給
の
不
均
御
足
正
上
、
必
然
的
に
生
産
力
摸
充
の
 
 

必
要
を
喚
起
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
物
情
高
を
以
で
刺
戯
と
す
る
生
産
力
凍
充
で
は
な
く
し
て
、
何
虚
ま
で
も
低
物
慣
巌
 
 

軍
需
品
常
備
と
利
潤
統
制
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松
高
等
屑
糸
畢
校
紀
元
二
千
大
官
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記
念
論
文
集
 
 

／  

六
四
 
 

守
の
間
に
於
け
る
生
産
力
横
充
た
る
べ
き
関
係
上
よ
㌔
為
に
愈
々
利
潤
統
制
の
問
題
が
緊
要
と
な
り
釆
た
の
で
あ
る
。
生
産
力
凍
 
 

充
に
は
蒐
犬
な
る
資
金
を
必
要
と
し
、
償
っ
て
叉
彼
の
資
金
調
教
洪
の
如
き
に
依
り
て
、
資
金
の
比
較
的
閲
滑
な
る
注
入
を
特
に
必
 
 

要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
又
他
の
倭
菜
並
に
道
職
業
等
の
諸
部
門
間
に
於
け
る
、
協
調
統
制
の
合
理
化
を
必
要
と
し
、
殊
に
原
料
材
料
 
 

の
供
給
閲
滑
化
も
必
要
で
あ
り
、
更
に
叉
労
働
力
の
調
撃
か
肝
要
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
高
物
個
数
策
の
下
に
は
す
べ
て
枇
等
が
自
 
 

然
的
に
調
塾
せ
ら
る
ゝ
に
似
七
る
場
合
に
も
、
低
物
情
政
策
の
下
に
於
て
は
特
に
施
す
べ
き
手
段
の
極
め
て
多
く
を
必
要
と
す
る
も
 
 
 

の
で
あ
る
。
叉
斯
か
る
手
段
を
施
す
こ
と
に
俵
う
て
利
潤
制
限
を
行
ひ
つ
ゝ
も
、
倫
生
魔
力
伸
長
の
部
面
を
招
来
し
得
る
も
の
で
あ
 
 

る
事
を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

利
潤
統
制
は
前
陵
の
如
く
、
児
づ
平
和
虔
発
と
の
版
行
性
是
正
の
見
地
よ
り
出
奪
し
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
防
虫
の
止
よ
り
闘
家
並
に
 
 

財
政
経
済
の
安
定
性
確
保
の
上
よ
り
、
そ
の
必
要
が
愈
々
強
調
せ
ら
る
ゝ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

〓
 
 

、
昭
和
十
四
年
八
月
三
十
日
の
第
二
十
九
回
中
央
物
償
委
員
薗
に
於
て
決
定
を
見
た
る
、
物
情
統
制
鸞
施
盛
綱
の
「
蟹
ハ
」
「
利
潤
」
 
 

の
項
に
於
て
は
、
（
こ
各
種
事
業
の
戦
時
適
性
擦
準
利
潤
率
の
算
定
、
（
二
）
各
種
事
薬
の
戦
時
適
正
棲
準
利
潤
を
各
筒
商
品
た
割
首
 
 

っ
る
方
淡
、
（
三
）
戦
時
適
正
棟
準
利
潤
の
墳
定
に
付
て
の
取
立
計
欝
等
の
取
叔
、
に
つ
き
て
基
準
を
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
商
 
 

品
個
格
甲
に
含
ま
る
、
戦
時
適
正
機
準
利
潤
は
、
結
局
低
金
利
の
情
勢
・
経
済
統
制
に
基
く
利
潤
の
安
定
を
考
厳
し
、
現
在
の
蜜
際
 
 

利
潤
よ
り
極
力
低
下
せ
し
む
る
の
方
針
に
あ
る
。
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第
一
各
種
事
業
の
戦
時
適
正
棟
準
利
潤
率
の
節
定
 
 
 

に
つ
き
て
は
党
づ
左
記
（
こ
の
方
韓
点
依
り
、
次
．
い
√
で
左
記
三
）
の
方
法
に
依
り
、
柴
稼
・
業
態
別
に
之
を
算
定
す
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
こ
 
劇
般
的
に
基
本
上
月
る
べ
き
利
潤
は
左
の
如
て
孝
曾
褒
定
す
る
。
 
 
 

閃
 
骨
牌
生
凍
党
規
模
の
も
の
を
基
準
と
し
、
基
本
資
本
額
を
釆
め
る
こ
と
。
 
 
 

閏
 
思
惑
の
本
釆
の
経
営
に
直
接
使
用
す
る
資
本
に
つ
き
、
自
己
資
本
（
沸
込
資
本
及
び
積
立
金
の
合
計
額
）
と
借
入
資
本
と
 
 

に
別
ち
、
叫
定
の
基
本
資
本
構
成
を
定
め
る
。
 
 
 

右
基
本
資
本
構
成
を
定
む
る
に
常
り
て
は
、
軍
常
時
期
及
が
最
近
の
蟹
情
を
考
慮
す
る
。
 
 
 

揮
、
事
業
別
利
潤
の
内
容
に
る
配
常
・
政
内
留
保
及
び
納
税
相
嘗
胡
に
付
、
左
の
如
く
之
暫
定
め
る
。
 
 

ハ
ィ
）
 
正
常
時
期
及
び
蔵
近
の
株
式
利
廻
等
を
参
酌
し
て
、
配
哨
．
揖
の
基
本
率
を
定
む
る
こ
と
。
 
 

（
こ
 
正
常
時
期
に
於
け
る
利
潤
に
封
す
る
煎
内
留
保
の
割
合
を
参
酌
し
て
、
赦
内
留
保
の
基
本
率
を
定
む
る
こ
と
。
 
 

（
℃
 
納
税
相
恩
粛
と
し
て
、
＼
所
椙
祝
典
の
他
の
利
益
に
射
す
る
租
税
の
発
雷
顔
を
定
む
る
こ
と
。
 
 
 

右
は
事
蟹
耐
の
も
の
を
基
準
と
ん
て
、
事
変
彼
の
増
加
は
之
を
認
め
ざ
る
こ
上
。
 
 
 

湖
 
右
に
依
り
て
待
た
る
濁
柴
利
潤
、
即
ち
配
償
・
祀
啓
留
保
及
び
納
税
相
雷
額
の
合
計
額
を
、
前
東
伯
及
び
何
に
依
り
で
得
 
 

た
る
基
本
白
已
資
本
叡
を
以
て
険
し
、
∵
磁
的
に
基
不
と
な
る
べ
き
利
潤
率
を
繋
楚
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
二
）
 
各
位
事
蓋
の
戦
時
連
荘
棲
準
利
潤
は
左
の
如
く
之
を
節
足
す
る
．
。
 
 

軍
需
品
原
倍
と
利
潤
親
潮
 
 

六
五
 
 
 

でぷ   
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六
六
 
 
 

閃
 
各
蒐
事
薬
の
中
庸
利
潤
率
（
表
的
に
基
本
と
な
る
べ
を
利
潤
率
を
算
定
す
る
方
法
に
準
じ
、
薬
成
業
麗
別
に
之
を
算
定
 
 

す
る
）
．
各
埋
事
薬
の
管
情
及
び
規
模
の
大
小
、
其
の
他
の
特
殊
事
情
等
を
考
慮
す
る
と
共
に
、
前
記
義
的
に
基
本
と
な
る
 
 

べ
き
利
潤
率
を
参
酌
し
て
、
各
櫨
事
業
の
戦
時
埴
正
標
準
利
潤
率
を
算
定
す
る
。
 
 
 

判
事
業
の
兼
櫨
柴
態
に
依
り
て
は
、
自
己
資
本
に
封
す
る
利
潤
率
に
よ
ら
や
、
総
資
本
に
封
す
る
利
潤
率
に
よ
り
て
戦
時
適
 
 

正
利
潤
各
を
堺
定
す
る
。
此
の
慧
口
に
於
け
る
利
潤
覇
に
は
借
入
資
本
に
封
す
る
金
利
を
含
ま
し
む
る
。
 
 
 

拘
 
個
人
経
常
牢
重
た
る
経
常
形
凝
と
す
る
事
業
に
付
て
も
、
右
に
準
じ
戦
時
適
正
標
準
利
潤
率
を
鼻
窄
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

堕
一
各
種
事
業
の
戟
時
速
充
棟
輩
利
潤
を
各
節
の
商
品
に
割
常
つ
る
方
法
 
 

各
校
事
柴
の
戦
時
適
正
棲
準
利
潤
率
を
基
礎
と
し
で
軍
出
し
た
る
戦
時
適
正
療
準
利
潤
額
を
、
中
庸
生
産
費
規
模
の
槙
準
坐
産
鹿
 
 

又
は
版
誓
鼠
を
以
て
験
し
、
商
品
慣
格
中
に
含
ま
る
ゝ
戦
時
適
正
媛
準
利
潤
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

鏑
模
準
生
産
鹿
又
は
放
棄
畳
の
算
定
に
富
り
て
は
、
戦
時
統
制
に
基
く
生
産
又
は
放
資
の
教
法
減
は
原
則
と
し
て
之
を
認
め
な
 
 

。
 
 

琴
二
 
戦
時
適
丑
棲
準
利
潤
の
節
足
に
付
て
の
収
支
計
算
等
の
取
扱
 
 

（
こ
資
本
金
及
び
牧
童
に
付
て
は
、
事
柴
本
釆
の
経
営
上
直
接
使
用
し
に
る
も
の
、
又
は
檻
按
関
係
の
牧
童
と
す
る
。
 
 
 

拘
 
朗
有
有
償
詮
券
利
子
配
雷
等
投
資
に
関
す
る
収
支
。
 
 
 

拘
 
許
慣
損
益
。
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例
 
其
の
他
事
業
本
釆
の
経
営
上
必
要
な
そ
般
的
経
費
に
付
て
は
、
本
要
綱
第
二
の
四
の
（
こ
の
例
に
摘
記
せ
る
経
費
の
取
 
 

扱
方
に
準
す
る
。
 
 

〔
ま
）
 
菟
二
の
凹
の
（
こ
の
向
 
 

前
記
腺
慣
計
算
二
於
ケ
ル
繹
致
ノ
取
扱
方
二
付
テ
ハ
左
ノ
譜
鋸
チ
考
慮
ス
ル
コ
ー
。
 
 

（
イ
）
 
原
材
料
一
袈
品
＝
仕
入
品
等
ノ
尿
憤
ハ
計
努
雷
時
ノ
侶
格
チ
以
テ
基
準
ト
ス
ル
コ
ー
。
 
 

（
ロ
）
 
現
金
二
軍
集
利
益
ノ
如
何
二
拘
ラ
ズ
課
税
セ
ラ
ル
、
モ
ノ
ハ
之
サ
経
費
－
訟
ム
ル
毛
利
金
二
封
ス
ル
課
碗
二
凝
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
チ
利
 
 

金
ノ
盛
分
－
見
倣
シ
経
費
卜
認
メ
ザ
ル
コ
ト
。
 
 

（
ご
 
箆
典
・
草
笛
等
ハ
番
共
利
金
ノ
如
何
二
拘
ラ
ズ
血
走
街
チ
恒
例
的
に
支
出
ス
ル
モ
′
（
賓
際
上
給
料
的
牲
質
チ
有
ス
ル
モ
ノ
）
 
ハ
之
 
 

テ
経
費
卜
認
メ
琴
フ
ザ
ル
モ
ノ
及
課
役
賞
輿
ハ
之
ヲ
利
益
ノ
虞
分
－
見
倣
ス
コ
ー
。
 
 

（
ニ
）
 
寄
附
金
ご
原
則
－
シ
テ
之
チ
経
費
卜
認
メ
ザ
ル
コ
ー
。
 
 

（
頭
）
 
捕
吏
二
基
ク
貸
倒
危
険
ハ
原
則
－
シ
テ
之
チ
経
費
卜
認
メ
ザ
ル
コ
ー
。
 
 

（
〇
 
仕
入
ハ
政
則
ト
シ
ニ
ア
現
金
仕
入
ノ
モ
ノ
一
見
倣
ス
コ
ー
。
 
 

ハ
t
）
 
支
掃
金
利
ハ
計
算
賞
時
ノ
社
債
金
利
及
貸
粗
金
利
チ
横
準
ト
ス
ル
コ
ー
。
 
 
 

即
ち
上
記
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
先
づ
（
こ
企
菜
の
自
己
資
本
額
を
概
発
し
、
（
二
）
事
攣
甜
の
状
態
と
し
て
の
配
常
金
・
祀
内
 
 

留
保
金
並
に
納
税
発
雷
崩
を
含
む
魔
の
利
潤
額
を
求
め
ご
三
）
前
者
を
放
で
後
者
を
除
す
る
蕃
に
依
り
て
利
潤
率
を
覚
定
す
る
の
で
 
 

あ
る
。
此
等
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
中
庸
生
顔
費
規
模
の
企
柴
を
建
前
と
し
た
る
、
基
本
的
な
る
算
定
で
あ
つ
て
、
各
種
事
菜
別
な
る
 
 

密
諦
品
原
憤
と
利
潤
統
制
 
 

六
七
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高
堅
尚
串
淘
莫
撃
校
紀
元
二
千
六
昔
年
記
念
論
文
森
 
 

六
八
 
 

戦
時
適
j
E
槙
準
利
潤
率
は
、
前
記
の
血
般
的
造
本
た
る
べ
き
利
潤
率
を
算
定
す
る
方
法
に
準
じ
て
、
柴
碇
柴
態
別
に
算
定
し
た
る
も
 
 

の
と
、
各
種
啓
発
の
饉
情
及
び
規
模
の
大
小
、
そ
の
他
の
特
殊
事
情
等
を
考
應
に
入
れ
、
向
時
に
前
記
叫
般
的
に
基
本
と
な
る
べ
き
 
 

利
潤
率
を
参
酌
し
て
算
定
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
各
種
啓
発
の
戦
時
適
正
標
準
率
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
に
る
戦
時
適
正
梗
準
利
 
 

潤
感
を
、
各
個
別
製
品
又
は
商
品
に
割
富
つ
る
方
法
と
し
て
は
、
（
四
）
斯
く
算
出
し
に
る
戦
時
適
正
標
準
利
潤
碩
を
、
中
庸
生
席
饗
 
 

規
模
の
棲
準
生
産
恩
又
は
版
衰
盈
を
以
て
除
す
る
琴
に
よ
り
之
を
行
ひ
、
以
て
商
品
慣
格
中
に
合
壷
る
ゝ
戦
時
適
正
標
準
利
潤
を
決
 
 

定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
此
等
ほ
唯
軍
に
靡
倍
加
堺
率
と
し
て
の
適
正
利
潤
率
を
定
む
る
零
に
よ
り
て
、
利
潤
の
統
制
を
督
 
 

現
せ
し
め
ん
と
す
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
企
業
の
受
け
得
る
適
正
な
る
資
本
収
益
率
と
も
併
せ
日
渡
と
し
た
る
も
の
な
る
審
は
推
鼠
 
 

し
得
る
諜
で
あ
る
。
 
 
 

上
記
の
戦
時
適
革
標
準
利
潤
は
、
血
應
は
何
魔
ま
で
も
原
慣
附
加
率
と
し
て
の
算
定
に
よ
り
て
、
之
を
定
め
ん
と
し
に
る
も
の
で
、
 
 

箪
な
る
慣
格
統
制
の
立
場
よ
り
は
、
斯
か
る
方
法
を
以
て
し
て
竜
も
支
障
な
き
慶
で
あ
る
。
上
釆
述
べ
た
る
が
如
く
、
潮
時
的
な
る
 
 

超
過
利
潤
の
無
暗
に
昂
揚
を
許
さ
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
叉
犠
牲
漬
菜
乃
至
国
民
の
利
幅
と
の
関
係
に
於
て
、
企
柴
利
潤
 
 

の
艶
制
は
拘
に
巴
む
一
品
ざ
る
も
の
で
ぁ
り
、
且
つ
上
摘
の
戦
時
連
荘
梗
準
利
潤
率
界
先
の
根
本
基
礎
が
、
中
庸
生
産
費
企
柴
の
過
 
 

正
棲
準
利
潤
細
を
、
そ
の
企
業
資
本
を
以
て
険
し
た
る
の
舘
兼
よ
り
見
て
、
原
慣
の
上
に
斯
か
る
率
の
適
用
に
よ
り
で
成
立
を
見
た
 
 

る
偵
格
を
以
て
す
る
、
故
買
又
は
供
給
に
よ
る
企
党
利
潤
は
、
自
ら
血
定
の
限
界
を
帯
び
、
必
然
的
に
∵
軍
範
囲
に
統
御
せ
ら
る
ゝ
 
 

の
結
英
を
見
る
で
あ
ら
う
。
噂
特
殊
企
柴
が
特
異
的
に
生
産
又
は
供
給
能
率
を
披
大
し
バ
或
は
正
常
絆
潜
以
外
に
投
資
収
益
を
獲
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得
す
る
が
如
き
場
合
に
於
て
、
毎
．
企
薬
利
潤
の
統
制
が
此
の
方
法
に
七
つ
て
直
接
的
に
は
困
難
で
あ
る
虻
見
る
べ
う
も
の
で
あ
 
 

る
○
 
 
 

此
の
驚
施
粟
項
英
餞
化
の
局
に
あ
た
る
者
は
、
商
工
省
に
澱
け
る
利
潤
軍
門
季
鼻
骨
で
あ
っ
て
、
此
の
管
員
禽
の
方
針
と
し
て
採
 
 

用
す
る
魔
の
も
の
は
「
硯
凝
の
驚
際
利
潤
よ
り
も
極
力
之
を
低
下
せ
し
め
る
」
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
戊
の
低
下
促
進
厄
偏
 
 

露
七
て
、
徒
r
ら
に
企
業
心
を
萎
縮
せ
七
廟
、
従
っ
て
叉
生
籍
続
発
を
開
せ
し
、
財
界
に
悪
影
響
々
及
ば
す
が
如
き
は
特
に
逝
く
べ
き
 
 

で
あ
つ
て
、
朝
魔
ま
で
も
時
局
に
即
厳
し
た
る
「
適
正
」
月
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
現
在
の
企
業
、
そ
 
 

れ
も
特
に
所
謂
時
局
産
業
が
異
常
の
利
潤
を
あ
げ
つ
ゝ
め
る
と
き
に
、
そ
の
適
切
な
る
調
整
が
必
要
で
あ
る
と
云
ふ
見
地
に
☆
ち
 
 

て
の
も
の
で
あ
る
事
は
云
ふ
ま
で
鴻
往
い
が
、
そ
の
油
韮
を
闇
す
る
と
云
ふ
年
商
に
は
、
唯
原
慣
額
に
附
加
す
る
利
潤
を
連
荘
に
限
 
 

定
す
為
の
み
に
て
は
、
眞
の
適
正
を
期
し
得
る
も
の
で
な
い
。
そ
の
先
決
的
関
越
と
し
て
、
原
慣
そ
れ
自
照
の
適
正
を
期
す
る
事
が
 
 
 

急
務
で
あ
っ
て
、
附
加
す
べ
き
利
潤
は
そ
の
鎌
形
か
に
匹
敵
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
利
潤
率
の
制
定
並
に
應
用
は
、
そ
の
適
用
 
 

基
準
た
る
原
偶
の
適
正
を
基
礎
と
し
た
る
が
上
で
あ
る
が
、
そ
の
利
潤
率
の
決
定
そ
れ
眉
鰐
が
、
上
記
の
如
き
方
淡
に
よ
り
解
式
 
 
 

が
杷
定
せ
ら
る
ゝ
と
も
、
そ
の
饉
際
の
象
寵
が
極
め
で
難
潰
な
る
も
の
存
す
る
が
如
く
、
連
正
な
る
べ
き
原
慣
の
把
捉
、
別
冒
す
れ
 
 

ば
原
慣
そ
れ
自
鰭
の
合
瑚
化
は
、
辟
常
会
般
の
金
茶
的
な
る
合
硯
牝
を
前
提
と
す
る
も
め
で
あ
つ
て
、
平
時
既
に
此
の
問
怒
は
取
上
 
 

ら
れ
つ
ゝ
あ
る
慶
で
は
あ
る
が
、
戦
時
座
標
武
充
の
要
求
と
共
に
一
艇
葱
的
措
置
に
臨
機
招
位
を
加
へ
て
、
動
も
す
れ
ば
非
合
理
的
 
 

形
勢
を
辟
開
せ
し
め
ん
と
す
る
と
き
、
此
の
方
…
面
に
於
け
る
適
正
な
る
亀
調
が
特
に
要
務
中
の
要
務
た
る
べ
き
寄
を
考
慮
し
な
く
 
 

箪
笥
品
原
償
と
利
潤
統
制
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で
は
な
ら
な
い
○
 
 
 

軍
部
に
於
て
は
・
夙
に
そ
の
見
地
よ
り
指
導
統
制
の
必
要
を
痛
感
し
、
現
在
軍
需
品
工
場
に
於
て
規
模
の
疎
大
・
細
緻
の
後
難
 
 

化
を
郊
に
す
年
商
に
、
経
常
の
合
理
化
は
必
ず
し
も
之
に
伴
は
す
、
或
は
混
雑
の
間
に
却
っ
て
そ
の
合
理
化
に
背
馳
す
る
の
関
係
 
 

を
生
じ
易
き
に
鑑
み
、
飽
く
ま
で
も
生
産
技
術
の
改
善
・
経
常
の
組
紐
化
・
作
柴
の
企
喜
化
を
始
め
と
し
で
、
経
営
の
細
繊
・
技
術
 
 

の
全
般
に
亙
り
て
之
が
刷
新
を
鸞
班
し
、
生
産
原
偶
の
節
城
と
、
軍
需
工
柴
の
健
全
な
る
蟹
達
育
成
と
を
促
進
し
、
屠
に
此
等
を
 
 

中
心
と
し
て
、
山
国
産
柴
の
紙
面
に
亙
り
て
経
営
進
化
の
寛
を
あ
げ
、
以
て
周
家
総
力
戦
鰻
制
の
昂
揚
を
期
せ
ん
と
し
て
居
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

謂
ふ
ま
で
も
な
く
戦
時
に
於
て
は
、
固
の
経
解
放
力
を
戦
争
目
的
の
馬
に
急
激
に
動
員
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
等
は
平
 
 

時
よ
り
克
く
準
備
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
、
平
調
に
月
つ
最
も
麿
臍
的
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
限
り
そ
の
編
成
感
 
 

に
首
り
て
は
、
各
公
共
問
に
そ
の
編
成
郡
に
難
易
の
差
を
生
じ
、
叫
般
的
に
は
編
成
替
に
兼
け
る
費
用
は
、
編
成
巷
前
よ
り
も
浅
か
 
 

に
多
く
を
要
す
る
の
結
巣
と
な
り
、
生
産
品
償
格
は
唯
之
に
よ
り
で
の
み
に
′
て
も
晦
潰
す
る
を
免
れ
接
い
。
平
時
群
臍
に
於
け
る
経
 
 

営
の
自
由
競
争
は
、
時
の
鮭
過
に
従
ひ
て
す
べ
て
の
経
営
費
用
の
均
衡
を
滑
ら
す
傾
向
が
あ
る
。
ま
し
費
用
の
多
く
を
要
す
る
企
 
 

柴
に
於
て
は
、
競
争
上
経
費
切
下
に
努
力
す
る
寄
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
急
激
な
る
戦
時
経
済
へ
の
鴫
換
は
、
斯
く
 
 

経
費
を
均
衡
せ
し
む
る
魔
の
時
間
に
不
足
を
爽
た
し
、
同
一
生
産
物
に
勤
し
て
経
営
問
に
異
な
り
た
る
生
産
褒
を
招
来
し
来
る
の
 
 

で
あ
る
。
斯
く
て
最
も
エ
向
き
生
床
費
を
嬰
す
る
靡
螢
と
雌
、
物
資
不
足
は
供
給
に
参
褒
す
る
事
を
許
し
、
結
局
は
比
校
的
低
き
生
産
 
 
 

高
松
高
等
商
業
輿
校
轡
空
】
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

七
〇
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費
を
持
つ
経
常
の
利
潤
を
増
大
女
ら
し
む
る
嘉
と
な
る
の
で
あ
る
。
（
N
e
i
l
邑
旨
f
許
野
r
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
訂
葺
∴
≡
弄
巳
2
P
 
 

－
＼
♪
－
農
り
u
 
S
．
∽
）
 
 
 

従
つ
で
叉
慣
格
は
必
然
的
に
晶
陪
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
戦
時
に
は
公
益
を
私
益
に
先
行
せ
し
む
る
事
を
必
要
と
し
、
且
 
 

つ
経
螢
脊
椎
の
理
由
が
、
国
民
金
牌
に
封
す
る
D
i
e
邑
の
大
小
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
～
も
の
で
、
敬
時
利
潤
の
問
題
は
自
由
主
 
 

義
的
…
資
本
主
義
的
時
代
と
異
な
り
た
る
解
鐸
を
粧
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

士
一
 
 
 

日
文
事
欒
に
入
り
で
間
も
な
く
の
昭
和
十
三
年
・
仙
月
、
軍
需
品
液
大
の
需
要
者
た
る
燵
軍
の
た
め
に
、
陸
軍
軍
需
品
監
督
官
令
 
 

な
る
も
の
が
公
布
せ
ら
れ
、
陸
軍
に
於
て
軍
需
盃
の
製
造
著
は
修
嘩
を
民
間
土
場
に
注
文
し
、
又
は
民
間
工
場
よ
り
軍
需
品
を
購
 
 

入
す
る
事
に
閲
し
、
監
督
官
け
禽
計
監
督
官
・
監
督
官
補
・
愈
計
監
督
官
補
を
置
官
、
右
の
外
必
要
に
應
じ
て
は
、
陸
軍
航
基
本
部
 
 

に
監
督
官
長
を
撞
く
こ
せ
セ
得
る
事
と
な
つ
仁
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
申
、
監
督
官
の
任
務
と
す
る
虞
は
、
軍
需
品
の
製
造
及
 
 

び
修
理
に
関
す
る
作
菜
の
指
導
及
び
監
督
・
軍
需
品
納
入
検
査
・
軍
需
品
及
び
エ
場
の
軍
事
上
の
秘
密
保
持
・
軍
需
品
の
製
造
修
理
 
 

に
関
す
る
エ
場
設
備
及
び
研
究
の
指
導
・
軍
曹
m
の
製
造
及
び
修
理
に
閲
す
る
原
憤
の
技
術
上
よ
卜
す
る
調
査
研
究
・
エ
場
の
経
営
 
 

に
闘
す
る
技
術
上
の
調
査
及
び
監
督
を
掌
り
、
禽
計
監
督
官
は
軍
需
品
の
製
造
及
び
修
理
に
闘
す
る
、
原
低
調
査
及
び
原
慣
の
推
理
 
 

上
よ
り
す
る
調
奄
研
究
・
エ
場
の
経
営
に
関
す
る
繹
理
上
の
調
薬
及
び
監
督
を
掌
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
監
督
官
補
及
び
合
計
監
 
 

督
官
補
は
、
上
官
の
命
を
承
け
投
術
又
は
事
務
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
て
屠
る
の
で
あ
る
。
即
ち
監
督
官
は
寄
ら
披
術
上
の
監
 
 

軍
需
品
原
慣
と
利
潤
統
制
 
 

七
－
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高
松
畠
徳
宿
麗
盛
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

七
二
 
 

警
行
ふ
も
の
・
で
あ
つ
て
、
そ
の
行
ふ
宗
の
調
芽
究
の
如
き
も
、
寄
ら
技
術
上
の
開
聯
に
於
て
ゞ
あ
つ
で
？
使
用
機
礪
波
備
の
 
 

上
よ
㌔
そ
里
程
的
拙
作
の
上
よ
う
或
は
原
料
∴
努
力
の
選
定
の
上
毒
す
る
技
術
的
研
究
調
苧
使
用
機
械
設
備
の
薄
命
年
 
 

数
の
決
誉
与
る
、
減
債
率
の
調
査
研
究
の
如
凄
誉
す
受
の
で
あ
㌔
穿
署
骨
ば
尊
ら
轄
想
上
の
見
讐
り
、
原
慣
 
 

の
調
査
研
究
・
凝
登
に
闘
す
る
調
沓
研
究
を
な
す
る
の
ご
あ
る
？
 
 

即
ち
此
等
に
よ
‡
、
軍
管
m
生
産
に
指
導
～
統
制
の
辛
が
十
分
に
伸
べ
ら
る
孟
透
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
物
動
訃
音
 
 

浮
物
資
風
刺
強
化
の
必
要
に
鑑
み
、
昭
和
十
嬰
十
月
に
は
勅
令
哲
以
で
軍
曹
m
エ
場
事
業
場
桧
藩
命
の
制
定
と
箸
、
警
陸
 
 

軍
省
令
を
政
て
同
施
行
規
則
の
公
布
を
見
、
芸
品
調
達
の
慧
を
警
た
め
、
軍
曹
買
は
其
の
原
料
若
は
材
料
に
閲
し
∵
閻
家
 
 

■
・
い
＝
一
 
組
貿
法
学
九
條
の
規
定
に
菅
雷
募
毒
さ
し
め
、
又
は
固
豪
放
動
員
淡
第
三
十
｛
俵
の
規
雷
管
晋
姦
し
、
若
 
 

は
槍
査
を
鼓
す
・
番
が
規
雷
ら
れ
、
警
愈
々
原
慣
露
の
強
制
が
密
頭
寄
る
番
と
な
う
た
の
で
あ
る
。
雷
品
工
場
薫
場
検
査
 
 

令
施
行
規
則
の
空
佐
に
件
ひ
、
別
冊
と
し
て
豊
富
璧
慧
菓
場
原
慣
基
質
綱
が
公
布
せ
ら
れ
、
蘭
今
軍
需
品
工
場
は
此
 
 

の
原
慣
計
算
要
綱
に
依
り
、
原
慣
計
算
を
行
ふ
ペ
き
碧
姦
求
せ
ら
る
～
魔
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
膚
和
去
年
六
月
三
十
日
ま
 
 

で
は
之
を
準
備
期
聞
と
し
て
原
慣
計
嘗
誓
ざ
る
審
を
得
、
昭
和
去
年
七
月
言
よ
り
孟
強
制
驚
蔑
を
碧
に
晋
富
も
 
 

の
で
あ
る
○
 
 
 

（
話
）
軍
需
品
工
掌
芸
坂
寄
雷
條
。
陣
芙
買
ハ
撃
大
望
必
誓
り
品
ム
ル
ー
キ
ハ
倉
令
ノ
定
ム
ル
研
こ
俵
り
工
警
染
 
 

警
事
放
き
封
蒜
管
買
ハ
典
ノ
原
料
若
蒜
料
ノ
原
僻
三
関
シ
計
算
ケ
ナ
サ
シ
‡
コ
ー
ヲ
得
。
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而
し
て
軍
需
品
工
場
事
柴
場
検
査
令
並
に
陸
軍
軍
需
品
原
慣
計
算
要
綱
の
目
的
と
す
る
慶
は
、
第
仙
之
に
よ
り
で
適
正
な
る
原
慣
 
 

を
併
走
し
、
適
正
慣
格
決
定
の
基
礎
を
得
、
以
て
彗
産
拭
発
と
低
物
憤
政
策
と
の
調
和
を
得
せ
し
め
バ
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
 
 

に
斯
か
る
原
債
計
欝
の
榛
準
枕
を
適
し
て
、
或
や
之
を
促
進
す
る
黎
に
よ
り
て
、
原
慣
構
成
要
素
に
逆
り
そ
Ⅵ
適
正
を
求
め
、
或
 
 

は
過
去
の
原
債
と
硯
衣
の
原
慣
と
の
比
較
、
乃
至
同
種
同
党
者
間
に
於
け
る
相
互
比
較
研
究
を
可
能
な
ら
し
め
、
擦
準
的
な
る
源
償
 
 

の
把
捉
を
行
ひ
、
以
て
経
営
能
率
の
櫓
進
を
企
闘
し
、
之
を
以
て
第
…
の
適
正
慣
備
決
定
の
内
容
塾
備
を
行
ん
と
し
た
る
も
の
に
外
 
 

な
ら
な
い
。
即
ち
原
慣
計
現
制
度
の
準
且
乃
至
棟
準
化
を
先
途
す
る
事
に
由
り
て
、
軍
需
品
工
兼
の
経
常
合
理
化
む
山
原
促
進
せ
し
 
 

む
る
手
段
を
得
、
以
て
軍
需
品
製
逸
壇
慣
の
切
下
を
賛
現
し
、
低
物
慣
政
策
と
の
矛
盾
相
別
を
除
か
ん
と
し
た
る
も
の
で
、
そ
の
極
 
 

に
於
て
は
、
勢
ひ
利
潤
統
制
の
間
籍
に
富
商
せ
ぎ
る
を
得
す
、
痙
に
昭
和
十
五
年
四
月
甘
言
の
適
正
利
潤
算
定
要
領
の
草
薮
に
ま
 
 

で
、
段
階
は
進
展
を
見
る
に
至
っ
た
も
切
で
あ
る
。
即
ち
原
慣
計
算
要
綱
と
適
正
利
潤
算
定
要
領
と
は
、
網
々
相
係
っ
て
適
正
慣
格
 
 

決
定
の
棲
心
的
存
在
を
な
す
も
の
で
あ
㌔
之
に
依
り
て
叫
質
し
た
る
連
荘
慣
格
把
捉
手
段
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
要
は
唯
此
 
 

等
が
叫
つ
の
尺
度
的
存
在
に
す
ぎ
な
小
も
の
で
あ
つ
て
、
適
正
情
格
決
定
の
内
容
そ
れ
自
鰭
は
経
常
の
合
理
化
・
製
造
作
菜
の
終
演
 
 

耽
の
叫
鮎
に
あ
る
苺
は
看
過
し
待
ざ
る
魔
で
あ
る
。
 
 

四
 
 
 

陵
軍
軍
需
品
工
場
事
業
場
慮
債
計
算
要
綱
は
そ
の
第
山
條
に
も
示
す
が
如
く
、
軍
需
品
工
場
審
乗
場
検
査
令
琴
二
條
に
定
む
る
工
 
 

場
専
柴
場
そ
の
他
の
場
朗
に
於
て
∵
施
行
す
べ
き
軍
需
品
に
関
す
る
原
慣
計
算
に
つ
き
定
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
寄
菜
の
生
産
形
態
 
 

軍
需
品
原
倍
と
利
潤
統
制
 
 

七
三
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柴
種
・
経
常
規
模
・
生
産
及
び
管
理
細
抽
の
特
殊
性
に
艦
じ
、
関
係
官
行
長
の
認
可
を
受
け
で
必
要
な
る
補
正
む
加
ふ
る
番
を
得
る
 
 

寄
と
な
つ
て
居
る
。
従
っ
て
本
質
綱
の
定
む
る
魔
は
亭
は
ゞ
基
本
的
大
別
で
あ
つ
て
、
兼
併
柴
態
別
を
通
や
る
完
全
流
血
的
な
る
原
 
 

償
計
算
法
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
謂
は
・
ゝ
之
に
準
接
し
て
や
が
で
業
穫
棄
題
別
に
完
全
な
る
べ
き
戒
…
原
慣
計
算
制
度
の
樹
立
を
要
 
 

求
す
る
も
の
と
も
見
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
原
償
計
算
制
度
そ
れ
自
髄
は
薬
種
柴
態
別
は
勿
論
．
地
方
的
な
る
還
墳
・
経
営
佃
 
 

閤
の
猫
自
的
内
容
に
よ
り
、
必
ず
し
も
完
全
な
る
琉
㌻
ざ
期
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
又
斯
か
る
完
全
流
山
の
名
に
縛
ら
れ
る
審
に
依
 
 

り
て
、
個
別
工
場
そ
れ
自
身
が
克
く
成
典
を
撃
け
得
る
と
期
待
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
要
は
唯
原
償
計
算
に
應
用
す
る
原
甥
の
琉
山
 
 

で
あ
り
、
諸
原
慣
計
堺
制
度
そ
れ
自
身
、
計
節
事
務
R
O
象
n
e
 
の
原
則
化
と
云
ふ
審
に
あ
る
。
故
に
成
る
種
の
鮎
件
に
放
て
は
」
絶
 
 

対
的
統
一
よ
り
何
等
か
の
差
欒
の
許
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
司
．
B
．
訂
∃
昌
C
e
〉
C
O
S
t
A
c
c
O
u
n
t
i
n
g
∵
諾
∽
〉
p
・
舎
∽
）
0
 
 

此
の
宥
鮎
よ
り
す
る
と
き
は
、
今
回
の
陸
軍
軍
需
品
工
場
感
葉
場
原
慣
計
算
要
綱
は
、
そ
れ
白
鷺
故
に
仙
つ
の
統
州
原
慣
計
算
御
の
 
 

示
現
に
外
な
ら
す
と
す
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
安
網
の
示
す
原
倍
計
静
は
事
後
計
算
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
淡
は
之
を
見
積
房
慣
計
算
に
付
て
も
準
如
し
得
る
。
又
驚
 
 

際
に
章
生
し
た
る
全
部
の
原
慣
を
計
算
す
る
を
以
て
本
則
と
す
る
も
、
必
要
あ
る
場
合
に
は
見
積
原
偶
の
方
洪
を
参
酌
す
る
と
規
定
 
 

す
る
の
で
あ
つ
て
（
要
綱
第
二
條
第
四
條
）
、
此
等
は
エ
場
事
柴
場
の
柴
秤
そ
れ
自
身
に
よ
り
て
、
常
然
起
る
べ
き
事
象
で
あ
る
寄
は
論
 
 
 

や
る
よ
で
も
な
い
。
而
し
て
本
質
網
に
於
て
は
、
原
偶
の
評
慣
を
本
則
と
し
て
驚
際
取
得
憤
格
を
以
て
す
る
の
で
あ
つ
で
、
特
に
必
 
 

要
ぁ
る
場
合
に
、
預
発
憤
格
其
の
他
の
計
算
慣
格
を
以
て
す
る
寄
を
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
叉
本
要
綱
に
於
て
は
、
原
慣
を
以
 
 
 

高
帝
高
等
商
業
嬰
校
紀
l
空
一
千
六
甘
年
記
念
論
文
集
 
 

七
四
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で
審
美
の
目
的
に
る
製
品
の
製
造
及
び
版
蛍
の
馬
に
、
生
産
諸
要
素
の
購
入
よ
り
製
品
の
版
烹
に
至
る
ま
で
に
、
そ
の
製
品
に
閲
し
 
 

で
驚
際
に
費
治
す
る
経
済
慣
値
の
合
計
を
云
ふ
と
規
定
し
、
極
め
で
O
r
t
ぎ
d
O
H
の
見
解
に
従
っ
て
居
る
。
叉
原
償
計
算
期
は
原
則
 
 

と
し
で
二
間
月
と
し
、
長
期
工
事
に
あ
り
て
は
関
係
音
符
長
の
認
可
を
受
け
て
、
其
の
期
間
の
攣
更
を
許
さ
る
ゝ
由
と
な
つ
て
居
る
 
 

の
で
あ
る
（
要
綱
第
≡
條
）
。
 
 
 

奉
安
網
に
於
て
は
原
償
を
そ
の
職
能
に
徒
ひ
で
、
製
造
原
鹿
・
坂
東
費
・
一
般
管
理
費
に
分
ち
、
製
造
好
個
を
以
て
生
産
諸
要
素
 
 

の
購
入
よ
り
製
品
の
完
成
に
至
る
、
楽
造
に
関
す
る
費
消
慣
倍
の
金
牌
空
茶
ふ
と
し
、
そ
の
構
成
要
素
を
材
料
費
（
原
料
を
含
む
）
。
 
 

労
働
費
・
経
費
と
す
る
。
而
し
て
版
褒
費
と
は
製
品
の
嬰
児
に
関
し
て
費
消
せ
ら
る
～
経
済
低
値
を
謂
ひ
、
一
般
管
理
費
又
は
紙
係
 
 

費
と
は
審
発
会
餞
の
管
理
、
即
ち
寄
柴
全
般
に
係
る
人
事
・
財
務
・
禽
計
・
調
査
・
庶
務
の
事
項
に
関
し
て
、
費
消
せ
ら
る
～
磨
臍
 
 

慣
値
を
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
製
造
原
慣
に
販
蛍
費
及
び
ノ
仙
般
管
理
費
を
加
へ
た
る
も
の
を
徳
原
償
と
し
、
倍
格
決
定
の
基
礎
た
る
原
 
 

慣
と
す
る
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
（
要
綱
第
七
傑
）
。
此
の
原
慣
を
以
て
慣
格
決
定
の
基
礎
と
す
る
と
の
〓
鮎
は
、
、
千
金
の
雷
き
を
な
 
 

す
も
の
で
あ
つ
て
、
徒
釆
の
原
慣
が
軍
に
工
場
採
算
の
為
の
辟
償
で
あ
つ
て
、
常
然
憤
終
決
定
の
基
礎
た
る
べ
き
内
に
も
、
自
由
鮭
 
 

臍
機
構
の
下
に
於
て
之
な
許
さ
な
い
 
（
E
．
S
c
F
m
a
訂
n
b
a
c
h
）
S
乱
b
s
t
k
O
賢
n
詔
C
F
u
n
g
弓
d
P
r
e
i
s
p
O
－
i
t
i
F
－
書
属
S
・
誓
0
0
・
）
 
 

常
態
に
ぁ
つ
た
事
は
明
か
で
あ
る
？
辟
屯
な
る
統
制
控
顔
。
殊
に
慣
格
統
制
の
強
化
さ
れ
た
る
環
境
に
於
て
は
、
正
に
そ
の
本
然
の
 
 
 

立
場
に
退
り
、
原
慣
こ
そ
慣
格
決
定
の
第
叫
段
階
的
基
礎
た
る
べ
き
事
が
、
鼓
に
強
要
せ
ら
る
ゝ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ノ
。
 
 
 

製
造
原
傍
輩
素
と
し
て
の
材
料
費
計
常
に
ぬ
で
、
材
料
消
費
の
算
定
は
原
則
と
し
て
帳
簿
棚
卸
疲
と
し
て
の
G
O
i
n
g
I
n
扁
n
t
O
童
 
 

軍
需
品
庶
慣
と
利
潤
統
制
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期
間
の
消
費
鹿
を
知
る
方
法
を
採
用
し
居
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
消
費
量
が
袈
品
の
生
席
螢
京
成
例
し
て
増
減
す
る
材
料
に
付
て
 
 

は
、
逆
計
算
法
と
し
て
各
種
製
品
…
単
位
に
要
す
る
材
料
の
標
準
消
費
量
を
定
め
、
製
品
の
生
産
螢
よ
ら
、
逆
に
材
料
の
消
費
畳
を
推
 
 

定
計
算
す
る
方
法
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
は
技
術
と
紺
聯
し
て
、
そ
の
計
算
の
躍
驚
性
確
保
に
付
相
常
の
苦
心
と
、
年
月
と
を
 
 

必
要
と
す
る
も
の
が
存
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
斯
か
る
材
料
の
原
慣
を
決
定
す
る
た
め
の
購
入
償
格
は
、
材
料
の
買
入
代
金
に
買
 
 

入
手
数
料
・
引
取
運
賃
・
荷
役
費
・
保
険
料
・
関
税
等
、
買
入
等
に
要
し
た
る
引
取
費
用
を
加
節
し
左
る
も
め
営
指
す
は
勿
論
、
 
 

材
料
購
入
に
閲
し
て
受
け
た
る
割
引
又
は
値
引
は
、
之
を
材
料
慣
格
よ
り
控
除
す
る
事
を
要
す
る
と
し
て
、
米
閏
に
於
け
る
が
如
き
 
 

C
a
s
h
崇
s
c
O
u
已
s
 
の
慣
習
の
存
否
を
別
間
億
と
し
て
、
此
等
二
切
の
割
引
値
引
を
原
慣
控
除
項
目
と
す
る
の
確
定
的
態
度
を
明
か
 
 

に
し
て
屠
る
の
で
あ
る
。
 
 

材
料
の
消
費
覇
は
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
原
則
と
し
て
そ
の
購
入
偲
格
を
以
て
評
慣
す
る
の
、
原
慣
主
義
を
癒
用
し
で
屈
j
 
 

の
で
あ
る
が
、
同
級
材
料
を
具
す
る
償
格
を
以
て
買
入
れ
た
る
場
合
に
は
、
買
入
順
位
洪
『
i
邑
⊥
n
u
『
i
r
裟
・
〇
已
冨
e
t
h
O
d
、
又
は
移
 
 

動
加
婁
平
均
法
M
O
く
i
n
g
宅
e
i
g
F
t
e
d
A
扁
r
a
g
e
′
岩
乳
訂
d
を
採
用
す
る
寄
と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
購
入
順
位
洪
を
可
 
 

と
す
る
か
、
或
は
叉
P
a
t
O
n
の
云
ふ
が
如
き
、
最
近
∴
次
の
者
の
問
に
張
き
支
持
曽
受
く
る
に
至
り
た
る
訂
洛
，
i
n
）
『
i
r
s
T
書
t
 
 

岩
e
t
ぎ
d
（
薫
A
・
P
a
t
昌
u
L
a
s
t
⊥
n
〕
句
i
r
芋
茎
P
T
訂
計
u
r
n
a
－
。
叫
A
c
c
。
喜
t
a
ロ
C
￥
ぎ
L
）
L
国
葬
2
。
．
サ
ワ
だ
旦
T
l
さ
 
 
 

高
愈
高
等
商
業
撃
校
紀
元
二
千
六
官
年
記
念
論
文
集
 
 

の
方
扶
に
よ
・
り
（
嬰
綱
第
九
條
）
、
補
助
材
料
に
し
て
其
め
拘
費
畳
を
各
消
費
毎
に
甫
別
計
算
す
る
 
 

難
な
る
場
合
に
ほ
、
驚
際
計
界
放
と
し
て
期
首
繰
越
畳
に
購
入
盈
を
加
へ
た
る
も
の
よ
り
、
現
存
 
 

七
大
 
 

要
な
き
場
合
、
或
は
そ
の
困
 
 

差
引
き
て
、
綜
括
的
に
そ
の
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の
攻
撃
次
の
間
に
破
き
受
持
を
受
く
る
に
至
り
上
り
と
の
晋
に
封
し
て
は
2
e
－
邑
e
－
の
如
く
、
可
成
古
く
よ
り
問
題
と
せ
ら
れ
 
 

に
る
牒
の
で
あ
る
と
論
議
す
る
も
の
も
あ
る
．
が
（
詳
u
許
e
E
・
P
e
－
O
u
b
e
－
ト
a
苧
i
n
）
F
－
r
S
t
」
苫
○
喜
e
M
O
蒜
㌔
h
ニ
O
u
冒
【
 
 

O
f
A
c
蔓
n
t
a
n
C
；
空
珂
）
N
〇
・
の
ち
芸
）
－
に
よ
る
を
可
と
す
る
や
、
換
言
す
れ
ば
購
入
順
序
洪
に
よ
り
早
く
購
入
せ
ら
 
 

れ
た
る
も
の
よ
り
、
順
次
栗
却
又
は
費
消
す
る
の
椴
定
に
よ
る
べ
き
か
、
逆
に
故
近
に
購
入
し
た
る
も
の
よ
り
、
順
次
古
き
に
逆
り
 
 

て
嚢
却
又
は
費
滑
を
な
す
の
倣
軍
旨
る
べ
き
か
、
問
題
は
存
す
る
で
あ
ら
う
。
特
に
慣
格
水
準
の
上
昇
的
傾
向
存
皆
す
る
問
に
は
 
 

首
T
i
n
㌔
 
i
r
s
T
O
已
M
e
t
h
O
d
に
よ
り
て
、
利
潤
の
辞
意
を
内
輪
な
ら
し
め
、
所
謂
未
饗
場
の
利
益
の
計
算
を
避
け
得
、
叉
之
に
 
 

依
り
て
恒
常
在
商
法
の
精
神
を
徹
底
せ
し
め
得
ペ
．
し
と
の
見
方
も
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
等
の
常
香
に
つ
き
て
は
P
a
t
O
n
と
 
 

P
e
－
○
各
e
t
と
の
封
立
が
あ
㌔
聾
者
問
に
首
否
両
論
が
ぁ
り
得
る
（
P
告
阜
茅
名
・
C
i
－
・
こ
ア
単
量
）
が
、
そ
れ
等
は
別
問
題
と
し
 
 

で
、
要
綱
に
於
て
は
明
確
に
購
入
順
序
淡
或
は
移
動
加
重
平
均
法
を
採
用
し
で
居
る
の
で
あ
る
。
 
 

労
働
費
は
部
門
別
（
工
億
別
）
及
び
製
造
指
闘
脊
別
に
分
類
集
計
し
で
算
定
し
、
負
金
償
格
の
算
定
は
時
間
挑
窯
金
制
度
に
あ
り
て
 
 

は
、
原
則
と
ん
て
平
均
賃
率
に
依
り
（
表
門
又
は
議
場
に
於
け
る
一
定
期
間
の
負
金
の
暫
際
額
を
、
同
義
問
の
作
業
紙
時
間
 
 

数
に
依
り
険
し
た
る
る
の
を
以
て
、
茸
働
蒜
問
富
り
平
均
貨
車
と
す
る
）
、
出
来
高
統
悠
奄
制
度
に
ふ
γ
り
て
は
蟹
際
の
団
栗
高
食
密
 
 

に
よ
る
0
 
 

経
費
は
減
債
錯
却
費
以
下
」
般
の
見
解
に
種
ひ
で
の
間
接
費
眉
を
含
み
、
常
該
原
慣
計
算
期
問
の
負
特
に
属
す
る
額
に
付
計
静
 
 

し
、
通
例
の
固
定
費
は
二
間
年
分
の
消
費
額
を
瀞
定
し
、
経
費
．
月
割
表
濫
伐
り
て
そ
の
毎
月
分
を
計
算
し
、
そ
の
他
は
出
来
得
る
 
 

軍
需
品
原
慣
と
利
潤
統
制
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署
 
 

限
り
、
そ
の
月
に
於
け
る
兇
出
金
額
を
基
礎
と
し
で
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

叉
減
債
償
却
費
は
瞥
柴
成
績
の
如
何
に
拘
ら
す
、
換
め
定
む
る
魔
の
計
算
方
式
に
よ
り
て
算
出
し
、
固
定
資
産
の
耐
久
命
数
は
使
 
 

用
又
は
時
の
経
過
に
困
る
物
的
減
耗
・
政
術
進
歩
に
よ
る
陳
腐
化
等
を
考
慮
し
て
定
む
る
も
の
で
あ
つ
て
、
大
蔵
省
主
税
局
に
於
て
 
 

定
む
る
耐
久
年
数
表
を
以
で
槙
準
と
し
、
戦
時
特
別
の
危
険
は
之
を
参
酌
せ
ざ
る
事
と
な
つ
て
居
る
。
建
設
助
成
金
は
固
定
資
産
の
 
 

取
得
原
償
よ
♭
之
を
抵
険
し
、
建
設
利
息
は
叉
之
を
取
得
原
僻
に
昇
入
す
る
審
は
な
い
。
而
し
で
減
慣
償
却
費
の
計
算
は
原
則
と
 
 

し
て
定
額
淡
を
採
る
の
で
あ
る
が
、
銀
山
の
如
く
D
e
p
－
e
t
i
。
n
を
生
す
る
資
産
及
∬
そ
の
附
庵
設
備
に
付
て
は
生
産
高
比
率
淡
に
 
 

よ
る
○
 
 
 

山
般
管
理
費
と
販
烹
要
と
は
原
則
と
し
で
置
別
し
（
要
綱
第
二
十
川
僚
）
、
此
等
に
共
通
的
に
蟹
座
し
、
或
は
明
確
に
雨
着
に
区
別
 
 

し
得
ぎ
る
も
の
は
、
計
算
上
之
を
一
般
管
理
費
に
算
入
し
、
版
安
東
と
し
で
は
特
に
坂
東
に
閲
し
直
接
に
捕
捉
し
得
る
原
慣
要
素
の
 
 

み
を
計
上
す
る
。
叉
主
と
し
で
軍
曹
…
を
製
造
す
る
事
弟
に
あ
り
て
は
、
坂
東
費
は
之
を
劇
股
管
理
費
と
「
指
し
で
魔
埋
す
る
寄
合
 
 

も
得
る
の
で
あ
る
（
要
綱
第
二
十
四
僕
）
。
伺
鼓
に
特
に
留
意
す
べ
き
は
∵
利
子
は
自
己
資
本
に
封
す
る
計
算
上
の
利
子
た
る
と
、
 
 

他
人
資
本
に
封
す
る
真
珠
利
子
た
る
と
を
間
は
す
、
す
べ
て
之
を
原
償
に
算
入
せ
す
と
し
で
居
る
着
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
各
項
目
に
つ
き
検
討
し
見
る
と
き
は
、
三
の
場
合
を
除
き
其
の
取
戯
は
極
め
て
正
常
な
る
方
法
を
と
る
も
の
で
あ
つ
て
、
 
 

多
く
の
異
論
を
挿
む
飴
地
は
な
い
。
図
表
が
自
ら
軍
常
品
生
産
の
経
営
そ
れ
自
鰻
を
管
掌
す
る
場
合
を
除
き
、
一
般
企
柴
を
し
て
比
 
 

疲
的
自
由
に
之
を
管
掌
せ
し
む
る
場
合
、
先
づ
原
倍
計
静
に
探
上
げ
ら
る
ゝ
費
目
そ
れ
自
慣
の
内
容
と
、
そ
の
取
上
げ
方
に
勤
し
で
 
 
 

高
松
高
等
商
染
襲
校
紀
元
二
千
大
官
年
記
念
論
文
集
 
 

七
凡
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流
言
期
し
、
必
然
的
と
認
め
ら
る
～
費
用
の
種
類
の
吟
味
と
、
療
慣
の
計
算
に
封
し
て
概
準
と
な
る
べ
き
費
消
償
他
の
決
定
を
な
 
 

し
、
舵
螢
上
必
然
的
に
し
て
避
け
得
ざ
る
費
用
と
、
鹿
常
の
経
常
が
磯
勤
し
居
る
場
合
に
必
姿
な
る
費
用
と
l
琵
－
a
詫
の
費
用
の
 
 

如
き
を
明
確
に
鼠
別
す
る
番
は
極
警
－
必
要
な
寄
で
あ
る
。
（
句
㍍
c
訂
i
斧
a
も
〇
．
S
．
∽
）
 
 

五
 
 

本
要
綱
に
於
け
る
原
債
計
算
方
法
は
、
個
別
原
憤
計
算
と
綜
合
原
慣
計
穿
と
を
直
別
し
（
嬰
鋼
第
二
十
九
條
）
、
個
別
生
産
を
行
ふ
 
 

事
業
と
あ
り
て
、
は
、
製
造
指
闘
寄
番
鍍
毎
に
原
慣
計
慧
筈
設
け
て
原
慣
要
素
を
集
計
し
、
個
別
引
算
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
製
 
 

造
原
慣
要
素
を
直
接
費
と
間
接
費
と
に
置
則
し
、
姦
個
別
原
憤
に
於
け
る
方
洪
に
よ
り
て
計
辞
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
直
接
費
は
 
 

之
を
覚
該
響
m
に
直
接
に
負
拾
せ
し
め
、
之
に
よ
り
直
接
原
慣
又
は
素
慣
を
得
る
。
間
接
費
の
配
戯
は
原
則
と
し
て
工
場
を
多
数
の
 
 

偏
倍
部
門
に
分
ち
、
此
等
に
配
収
レ
で
部
け
蛍
と
し
で
算
出
し
r
、
そ
の
部
門
の
作
柴
又
は
用
益
を
草
げ
た
る
各
指
踵
苔
に
之
を
配
戯
 
 

す
る
の
で
あ
る
？
而
し
て
動
力
部
・
修
帝
都
・
運
搬
部
。
瞼
査
部
等
補
助
経
由
の
部
門
費
を
、
直
接
に
製
造
部
門
に
配
膳
し
て
、
製
 
 

造
部
門
費
の
計
算
を
な
し
、
材
料
部
・
労
務
部
二
摘
利
施
設
部
等
粛
料
及
び
労
務
の
管
理
に
闘
す
る
補
助
部
門
費
、
及
び
各
製
造
部
門
 
 

の
部
門
費
を
指
鉛
害
に
配
臆
し
て
、
之
々
魔
接
鹿
債
と
合
し
て
基
礎
原
慣
を
計
算
し
、
最
後
に
企
‡
設
計
部
・
試
戯
研
究
部
・
エ
場
 
 

事
紡
部
等
、
材
料
及
び
労
務
管
理
以
外
の
土
場
管
瀾
に
閲
す
る
補
助
部
門
費
を
指
団
苔
に
配
膳
し
、
之
を
基
礎
原
慣
と
合
し
て
製
造
 
 

原
慣
を
計
算
す
る
を
原
則
と
す
る
（
螢
鋼
帯
囚
十
四
條
）
。
製
造
部
門
費
統
制
上
必
要
あ
る
場
合
に
は
、
開
係
官
行
長
の
認
可
を
受
け
 
 

て
、
階
梯
式
配
脱
法
を
拭
用
す
る
審
を
許
さ
る
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
場
合
に
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
放
も
多
数
の
部
門
に
用
益
を
 
 

軍
矯
晶
原
伐
と
利
潤
統
制
 
 

七
九
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高
松
高
等
商
染
拳
校
組
元
二
千
大
官
年
記
念
論
文
集
 
 

八
〇
 
 

供
し
、
自
ら
は
他
の
部
門
よ
り
用
益
を
書
く
る
事
境
も
少
な
き
も
の
よ
り
、
順
次
下
位
に
向
つ
て
階
梯
式
に
配
厳
し
て
、
補
助
部
門
 
 

費
を
液
終
部
門
た
る
製
造
部
門
に
配
了
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

部
門
費
の
指
悶
寄
へ
の
配
収
は
、
原
則
と
し
で
預
定
率
に
よ
り
之
を
行
ふ
も
の
で
あ
つ
で
、
工
場
が
正
常
操
業
度
に
於
て
、
正
滞
 
 

の
経
営
能
率
を
以
て
活
動
す
る
場
合
を
標
準
と
し
て
算
定
す
五
。
而
し
て
頗
慣
計
算
期
問
末
に
生
や
べ
き
、
部
門
費
の
茸
際
額
と
預
 
 

定
率
に
依
る
配
収
額
と
の
差
覇
は
、
配
脱
漏
間
接
費
・
又
は
配
膳
超
過
間
接
費
を
形
成
す
る
諜
で
あ
る
が
、
配
膳
漏
の
も
の
は
之
を
 
 

原
償
計
算
外
の
損
益
勘
定
に
振
替
へ
整
理
し
、
配
賦
超
過
の
も
の
に
し
て
そ
の
頚
生
が
工
場
の
経
常
能
率
増
進
に
基
く
上
認
め
ら
る
 
 

■
 
 

ゝ
も
の
は
利
益
に
算
入
し
一
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
製
品
の
絶
原
倍
よ
り
之
を
掩
験
す
る
の
取
扱
を
な
す
事
を
資
す
る
と
定
め
ら
れ
て
眉
 
 
 

る
。
（
要
項
第
囲
十
六
條
）
。
 
 
 

二
駁
管
理
費
及
び
版
暦
費
の
計
瀞
に
つ
き
て
は
、
山
般
管
理
費
は
製
品
の
興
趣
原
慣
を
基
準
と
し
て
製
品
に
配
脱
し
、
原
則
と
し
 
 

て
そ
の
配
戯
は
預
定
率
に
依
る
。
放
資
要
は
之
を
版
衰
直
接
費
と
版
式
間
藤
密
と
に
慣
別
し
、
版
資
間
接
費
は
安
土
品
の
製
造
原
債
 
 

に
一
般
管
瀾
翼
々
加
へ
た
る
も
の
を
鹿
準
と
し
て
、
原
則
と
し
て
預
定
率
に
依
り
翼
上
品
に
配
膳
す
る
の
で
あ
る
。
賓
際
額
と
の
差
 
 

額
は
、
す
べ
て
前
に
述
べ
た
る
鎗
四
十
六
錬
の
方
法
に
よ
る
。
版
褒
費
を
叫
般
管
理
費
と
仙
結
し
て
應
埋
す
る
事
を
許
さ
る
ゝ
場
合
 
 

に
は
、
此
等
を
製
品
の
製
造
原
慣
を
基
準
と
し
て
製
品
に
配
膳
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

結
合
原
償
計
算
は
生
産
の
形
態
に
感
じ
て
、
革
工
程
に
よ
り
て
軍
で
製
品
を
得
る
場
合
の
革
純
綜
合
原
債
計
算
と
、
闇
∵
〓
声
程
た
 
 

於
て
等
級
に
置
別
す
る
を
得
る
製
品
を
、
連
鍍
的
に
生
産
す
る
場
合
の
等
級
別
原
債
計
算
と
、
製
造
工
担
が
敬
簡
の
段
階
に
分
れ
、
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空
桂
意
て
貯
蔵
可
能
の
や
聞
産
品
を
紐
る
箸
の
蒜
別
讐
原
質
警
、
同
〓
墓
場
又
は
同
一
工
程
に
警
、
材
料
及
び
 
 

作
要
は
作
誉
異
に
す
る
製
品
を
、
細
別
に
連
警
質
姦
今
の
細
別
菅
原
僻
計
警
に
分
ち
、
姦
れ
か
を
選
韓
し
或
は
之
 
 

姦
合
せ
て
、
英
餞
的
に
連
府
す
べ
き
も
の
嘉
誓
れ
て
屠
る
。
欝
計
芸
に
於
け
る
射
末
仕
掛
品
棚
卸
高
の
計
算
は
、
す
べ
 
 

意
合
貰
計
霊
に
於
け
る
こ
竪
琴
荷
に
よ
る
の
で
あ
つ
て
、
仕
掛
品
の
数
畳
が
毎
期
略
ぼ
固
定
せ
る
場
合
に
は
、
乏
を
計
算
 
 

に
泣
く
事
を
得
、
仕
掛
品
の
仕
上
サ
程
度
の
完
成
昂
に
封
す
る
比
率
算
定
困
難
誉
場
合
に
は
1
五
〇
％
と
す
る
（
要
綱
第
芋
三
 
 

傑
）
寄
J
な
つ
で
居
る
の
で
あ
る
。
 
 

等
観
別
綜
合
原
慣
計
算
に
あ
り
て
は
、
各
等
級
の
響
m
に
つ
き
預
め
等
倍
比
率
厨
仁
i
邑
e
n
N
N
i
詳
r
n
を
定
め
、
之
を
利
用
す
る
 
 

の
で
あ
る
が
、
此
等
の
等
倍
比
率
は
原
則
と
し
て
数
畳
的
尺
度
に
よ
㌔
或
は
、
芸
原
倍
安
東
の
推
定
消
費
盈
を
基
準
と
し
て
過
賞
 
 

に
決
定
し
、
そ
の
尺
度
を
見
出
す
事
困
難
誉
場
合
に
は
、
倍
低
的
尺
寧
と
し
て
の
各
製
品
の
正
常
市
債
を
槙
堆
と
し
て
、
之
是
 
 

む
る
番
と
彗
て
居
る
。
蘭
曹
m
の
原
慣
計
叙
は
、
安
倍
琢
想
額
点
り
貯
蔵
及
び
放
資
費
・
通
常
の
利
益
免
税
額
を
経
験
し
た
る
額
 
 

を
以
て
、
加
‡
の
上
東
郷
し
得
る
も
の
は
、
加
工
償
還
預
想
廟
よ
b
前
記
接
除
の
外
、
加
工
費
を
控
除
し
た
る
額
を
以
て
す
る
。
 
 

叉
副
魔
物
を
祁
働
羽
料
と
ん
て
自
家
消
費
す
る
場
合
に
は
、
之
に
触
り
で
節
約
せ
ら
る
べ
鳶
代
品
の
購
入
預
想
償
格
を
以
て
す
 
 

る
○
 
 

工
程
別
振
合
計
算
に
於
け
る
原
憤
の
簸
計
に
付
て
は
、
各
工
程
毎
に
庶
僑
計
算
稟
を
備
へ
、
之
に
雷
該
工
場
の
製
造
費
を
簸
計
 
 

し
エ
樫
原
惜
を
劣
由
す
る
。
 
 

滞
留
品
原
償
と
利
潤
統
制
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以
上
の
原
償
計
堺
方
法
も
亦
極
め
て
正
常
な
る
形
態
を
採
用
し
た
る
も
の
で
あ
つ
て
、
図
表
が
経
営
利
潤
の
統
制
を
行
は
ん
と
欲
 
 

よ
る
と
き
は
、
そ
の
前
提
要
件
と
し
て
、
流
山
的
な
る
経
螢
計
算
制
度
を
制
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
各
位
企
業
経
営
 
 

者
に
封
し
、
そ
の
過
す
る
方
淡
を
選
緒
探
用
せ
し
む
る
と
し
て
も
、
そ
れ
等
は
無
制
限
に
自
由
放
任
的
な
る
を
許
さ
な
い
の
で
あ
つ
 
 

で
、
さ
り
と
て
又
、
千
欒
仙
律
に
一
定
形
式
下
に
の
み
制
約
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
個
別
計
算
と
結
合
計
算
と
の
何
れ
を
應
用
す
 
 

る
か
、
必
要
に
應
じ
て
は
綜
合
計
算
の
場
合
に
も
、
単
純
工
程
式
に
よ
る
か
連
続
工
程
式
に
よ
る
か
、
乃
至
は
級
別
式
方
法
に
よ
る
 
 

か
、
そ
の
仙
定
の
應
欒
的
形
式
は
之
を
定
め
で
、
そ
の
範
園
内
に
於
て
各
連
署
す
る
虞
に
接
ら
し
む
る
の
方
法
を
と
ら
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
の
で
あ
る
。
此
等
に
つ
き
て
は
賛
施
上
、
微
細
な
る
鮎
に
於
て
倫
成
る
程
度
の
特
例
を
許
さ
ゞ
る
ペ
か
ら
ざ
る
番
を
生
や
る
 
 

事
で
あ
ら
う
。
 
 

六
 
 
 

上
記
の
如
く
、
本
要
綱
に
依
り
て
先
づ
軍
需
品
原
慣
の
計
算
を
な
さ
ん
め
、
次
に
そ
の
原
債
の
上
に
附
加
す
べ
き
柴
薯
の
利
潤
を
 
 

も
統
制
し
、
以
て
適
正
な
る
偶
格
の
決
定
を
な
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
ノ
′
前
に
も
蓮
べ
た
る
が
如
く
、
そ
の
為
に
陸
軍
に
於
て
は
 
 

別
に
陸
軍
適
正
利
潤
率
節
足
要
領
を
定
め
、
主
要
軍
需
品
に
付
き
そ
の
調
塀
慣
格
を
決
定
せ
ん
と
す
る
場
合
に
、
第
叫
に
陸
軍
々
箱
 
 

品
工
場
寄
兼
場
原
債
計
静
賓
綱
に
基
き
て
算
定
し
た
る
原
債
に
、
附
加
す
べ
き
適
正
な
る
販
安
利
潤
率
の
算
定
に
閲
し
そ
の
要
領
を
 
 

示
し
、
之
に
揺
ら
し
め
る
事
と
な
つ
た
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
調
桝
慣
格
決
定
に
懲
り
て
、
本
質
領
に
よ
り
算
定
し
た
る
販
韓
利
潤
率
 
 

に
封
し
、
必
賓
に
應
じ
て
は
相
首
の
考
慮
の
故
地
を
残
す
事
と
し
、
事
情
に
よ
り
て
発
着
に
封
す
る
臨
梯
的
摺
琶
が
許
さ
れ
る
と
 
 
 

高
聡
高
等
商
業
襲
校
紀
元
二
千
六
官
牢
記
念
論
文
集
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の
静
式
に
よ
る
審
と
な
つ
て
層
る
の
で
あ
る
。
即
ち
適
正
利
潤
率
と
し
て
の
、
版
褒
利
益
率
を
定
む
る
為
に
は
、
資
本
利
益
率
（
経
 

螢
資
本
利
益
率
又
は
放
資
本
利
益
率
）
を
定
む
る
の
要
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
之
は
原
則
と
し
で
脛
螢
資
本
利
益
率
に
よ
る
事
と
な
 
 

っ
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
啓
発
の
目
的
た
る
商
品
の
製
造
放
資
に
依
り
て
、
生
ず
る
魔
の
経
螢
固
有
の
利
益
を
、
そ
の
日
的
の
薦
め
 
 
 

に
硯
寛
に
利
用
す
る
資
本
（
挺
螢
資
本
）
に
て
険
し
、
得
た
る
比
率
を
資
本
利
益
率
と
す
る
。
適
正
な
る
経
営
固
有
の
利
益
は
、
 
 

（
こ
 
株
主
に
封
す
る
配
富
 
 

（
二
）
 
借
入
金
に
封
す
る
通
常
の
利
子
 
 

｛
三
）
 
事
業
の
楷
糖
的
維
持
に
必
要
限
度
の
社
内
留
保
 
 

（
囲
）
 
法
人
税
及
び
常
葉
税
・
同
附
加
税
 
 

よ
り
な
り
、
此
等
各
要
素
の
経
常
費
本
に
封
す
る
率
の
合
計
を
以
て
、
経
営
費
水
利
益
率
と
す
る
の
・
で
あ
る
（
法
人
税
淡
施
行
規
則
 
 

第
六
條
及
び
常
葉
税
法
励
行
規
則
第
九
條
に
俵
ト
、
法
人
税
及
び
螢
菜
枕
を
免
除
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
あ
り
で
は
、
耗
賛
資
本
利
益
率
 
 

中
に
此
の
税
崩
の
率
を
算
入
し
な
い
）
遠
藤
資
本
は
合
祀
本
流
の
経
常
に
用
ゆ
る
資
本
財
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
他
合
祀
へ
の
投
資
の
 
 

な
し
た
る
魔
に
、
逮
捕
の
妙
味
を
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
版
蛍
利
益
率
静
出
の
方
式
と
し
て
右
姿
領
の
示
す
磨
に
よ
れ
 
 

ば
、
 
 

軍
需
品
原
慣
と
利
潤
統
制
 
 

轍
梱
椿
油
倒
回
番
飽
（
四
声
夢
鴻
倣
瓦
意
魔
）
 
 

鞠
塵
蛾
倒
聖
和
磯
（
国
軍
翠
塵
領
空
洪
扱
）
 
 
 

＝
海
蝕
空
尉
傲
（
巌
熱
望
盛
儀
）
 
 

八
≡
 
 
 

湊   
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Ⅵ
冴
J
ふ
写
 
 

如
き
を
含
む
事
は
な
い
。
併
し
公
式
に
於
け
る
分
子
た
る
、
斯
か
る
経
営
費
本
を
過
大
に
な
し
置
く
か
、
或
は
反
封
に
分
母
た
る
経
 
 

螢
資
本
回
柑
率
を
過
少
に
な
し
聾
く
事
に
依
り
て
、
販
褒
利
益
率
は
増
加
す
る
。
此
等
の
適
正
を
期
す
る
監
督
制
度
は
勿
論
必
要
で
 
 

あ
る
が
、
陸
軍
々
雫
品
工
場
事
業
場
財
務
諸
表
準
則
そ
の
他
に
よ
り
て
、
こ
鱒
之
が
躍
如
を
期
す
べ
き
で
あ
り
、
又
前
記
の
如
く
し
 
 

で
得
た
る
販
蛍
利
益
率
も
、
之
を
基
準
と
し
て
調
排
上
必
要
な
る
考
慮
を
加
へ
て
、
不
都
合
な
き
を
期
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

適
正
な
る
経
営
同
有
の
利
益
と
し
て
、
前
に
掲
げ
た
る
各
螢
素
の
経
営
費
本
に
封
す
る
率
は
、
之
を
次
の
如
く
し
て
須
定
す
る
の
 
 

で
あ
る
0
 
 

（
こ
 
株
、
王
に
封
す
る
適
正
な
る
配
雷
の
経
螢
資
本
に
封
す
る
率
 
 
 

之
は
経
常
費
本
に
於
け
る
株
主
資
本
と
借
入
金
と
の
構
成
比
率
を
推
算
し
、
平
均
株
式
利
廻
に
株
主
資
本
の
構
成
比
率
を
乗
じ
て
 
 

之
を
算
出
す
る
（
経
営
費
本
に
於
け
る
株
主
資
本
と
借
入
金
と
の
構
成
比
傘
は
、
原
則
と
し
て
各
食
紅
別
に
、
そ
の
総
資
本
と
借
入
 

余
－
1
前
受
金
を
除
く
Ⅰ
の
構
成
比
率
を
基
準
と
し
て
推
辞
す
る
も
、
巳
む
を
得
ざ
る
場
合
に
ほ
、
侍
該
菜
種
に
仲
平
均
し
た
る
株
式
 

資
本
及
び
借
入
金
の
構
成
比
率
を
以
て
之
に
代
へ
得
、
平
均
株
式
利
廻
は
常
該
菜
種
の
多
数
の
寄
柴
に
付
、
過
去
三
ケ
年
に
亙
り
平
 
 

均
し
た
る
株
式
利
廻
と
す
る
）
。
 
 
 

≠
吸
に
云
ふ
株
主
資
本
は
株
式
資
本
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
株
主
資
本
は
自
己
資
本
の
意
で
あ
り
、
借
入
金
な
る
他
人
資
本
 
 

（
軍
の
前
渡
金
は
利
益
を
伴
ふ
も
の
な
ら
ぎ
る
を
以
て
除
く
）
と
異
な
る
と
共
に
、
積
立
金
の
如
き
を
加
ふ
る
関
係
上
、
株
式
資
本
或
 
 

は
彿
込
資
本
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
斯
く
し
て
得
点
る
率
が
寄
鞍
上
低
率
に
見
ゆ
る
が
如
き
場
合
に
も
∵
療
育
金
に
勤
し
 
 
 

高
松
高
等
商
業
拳
校
紀
元
二
千
六
官
年
記
念
論
文
集
 
 

入
関
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喪
際
配
常
を
な
す
必
要
な
き
以
上
、
磯
立
金
の
多
き
禽
敢
に
あ
り
で
は
比
較
的
に
高
率
な
る
の
探
算
を
得
る
繹
で
あ
る
。
 
 
 

平
均
株
式
利
姐
は
同
位
の
事
共
に
つ
き
、
三
ケ
年
に
亘
り
平
均
し
に
る
も
の
を
以
て
基
礎
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
株
式
慣
格
は
配
 
 

常
の
高
低
に
よ
り
、
仙
時
的
に
は
攣
劫
す
る
事
多
き
も
の
な
る
が
、
大
局
的
に
は
自
己
資
本
の
構
成
内
容
、
即
ち
梯
込
資
本
金
・
積
 
 

立
金
・
前
期
繰
越
金
・
常
期
利
益
金
に
よ
り
て
定
ま
る
。
餞
立
金
・
前
期
繰
越
金
艦
首
期
純
益
金
の
比
較
的
多
額
な
る
場
合
に
は
、
 
 

株
慣
は
概
し
て
高
調
を
含
む
も
の
掠
る
事
は
言
を
侠
た
な
い
。
故
に
自
己
資
本
に
勤
し
株
式
利
廻
に
邁
應
す
る
利
益
を
許
す
事
が
、
 
 

挽
込
資
本
に
封
し
適
正
な
る
配
常
を
許
す
事
と
も
臥
し
得
る
の
で
あ
る
。
単
に
彿
込
資
本
に
封
す
る
仙
定
比
率
の
利
潤
を
許
す
と
云
 
 

ふ
以
上
に
、
合
理
的
な
る
措
置
で
あ
る
尊
は
常
然
で
あ
る
。
 
 

（
二
）
 
借
入
金
に
判
す
る
通
常
利
子
の
経
常
費
本
に
封
す
る
率
 
 
 

之
は
通
常
の
借
入
金
利
率
に
、
経
常
費
本
に
於
け
る
借
入
金
の
構
硯
比
率
を
乗
じ
て
静
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
通
常
の
借
入
 
 

金
利
率
数
分
な
り
と
し
、
借
入
金
の
構
成
比
挙
が
二
割
な
り
と
す
れ
ば
、
¶
分
が
適
正
な
る
借
入
金
利
率
と
し
て
算
定
せ
ら
れ
る
の
 
 

で
あ
㍑
。
元
来
抽
入
金
利
子
は
、
原
償
要
素
と
し
て
自
己
資
本
に
封
す
る
純
利
子
部
分
と
共
に
、
原
償
に
算
入
せ
ら
る
べ
し
と
の
塑
 
 

鎗
が
十
二
分
に
成
立
し
得
る
繹
で
あ
る
。
唯
併
し
、
自
己
資
本
利
子
の
純
利
子
部
分
を
ま
で
も
算
出
し
、
原
慣
に
算
入
す
る
事
そ
れ
 
 

自
鰭
の
不
便
を
除
く
焉
、
他
人
資
本
利
子
を
も
原
慣
要
素
よ
ト
除
き
利
潤
の
中
に
欝
入
せ
ん
と
し
に
も
の
で
、
自
己
資
本
の
持
つ
危
 
 

軍
需
品
原
慣
と
利
潤
統
制
 
 

．
 

預
 

罪
相
磯
倒
（
拓
倒
）
 
－
磯
風
漸
扇
 
 

×
 
弟
甚
増
茸
澄
迂
1
i
、
蕗
缶
汚
碑
傲
 
 

八
五
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（
三
）
 
事
業
の
機
概
的
抑
特
に
必
要
限
度
の
址
内
留
保
の
経
螢
資
本
に
対
す
る
率
 
 
 

之
は
常
該
柴
櫨
の
多
数
の
事
業
に
付
、
過
去
五
ケ
年
に
亙
り
平
均
し
た
る
稿
立
会
繰
入
金
と
、
同
期
間
に
於
け
る
絶
賛
本
平
均
在
 
 

高
と
の
比
率
を
基
準
と
し
て
堺
走
す
る
。
伸
し
琉
立
金
は
審
柴
の
臓
潰
的
維
持
に
必
要
限
度
の
も
の
に
限
り
、
配
常
準
備
積
立
金
・
 
 

事
業
拭
張
税
正
金
等
を
含
ま
す
。
斯
か
る
計
算
は
愈
配
統
計
に
基
き
算
出
必
ず
し
も
困
難
で
な
い
。
頓
立
金
の
率
を
過
去
互
ケ
年
と
 
 

粥
す
牒
が
如
く
、
比
較
的
長
期
に
亙
る
如
く
な
し
あ
る
は
、
近
来
の
配
常
制
限
以
来
積
立
金
は
次
第
に
増
加
す
る
の
傾
向
に
あ
り
、
 
 

事
業
の
賂
糖
的
絆
特
に
必
蓼
程
度
を
超
ゆ
る
も
の
あ
り
て
も
、
侍
そ
の
程
度
の
明
確
な
ら
ぎ
る
場
合
を
も
生
じ
、
特
に
過
去
露
ケ
年
に
 
 

遡
り
平
均
す
る
の
方
法
を
と
り
た
る
も
の
ゝ
如
く
で
あ
る
。
審
菜
の
臓
抗
に
必
要
な
る
程
度
に
つ
き
て
は
、
固
家
が
そ
れ
を
特
に
維
 
 

持
す
る
必
嬰
性
、
そ
の
他
諸
鮎
を
考
臨
に
入
れ
て
定
め
る
の
で
あ
る
が
、
固
定
費
優
に
封
す
る
減
債
償
却
費
の
如
き
は
原
慣
要
素
と
 
 

し
て
認
め
る
の
で
あ
つ
て
、
此
等
を
敢
内
留
保
で
賄
ふ
方
法
は
勿
論
探
ら
な
い
の
で
あ
る
。
企
柴
が
鵬
般
的
な
る
危
険
・
或
は
非
常
 
 

的
な
る
危
険
を
負
捺
す
る
に
封
し
て
、
此
等
危
険
を
原
償
計
算
要
素
と
し
て
の
も
の
を
以
て
 
C
O
完
r
す
る
寄
は
計
算
困
難
で
あ
 
 

り
、
且
つ
此
等
は
企
業
そ
れ
白
醍
の
負
ふ
べ
き
危
険
で
あ
つ
て
、
之
に
封
し
企
業
と
し
で
備
ふ
る
魔
あ
る
べ
き
は
常
然
で
あ
る
．
。
唯
 
 
 

高
埜
砲
韓
腐
染
登
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

八
六
 
 

険
負
拾
性
と
他
人
資
本
の
持
つ
危
険
負
括
性
と
は
、
大
な
る
開
き
の
存
す
る
事
を
認
め
て
、
伸
故
に
借
入
資
本
七
劃
す
る
上
記
の
如
き
 
 

取
扱
を
見
る
に
至
り
た
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

預
時
報
競
 

昏
ケ
弗
激
へ
詩
償
）
 
 

×
嵐
轟
誘
メ
ぬ
堂
倣
＝
蕗
田
望
議
働
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そ
の
瀞
定
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
寄
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
積
立
金
の
中
に
は
将
来
拭
張
に
備
へ
る
性
質
の
も
の
を
含
む
事
あ
る
 
 

べ
き
は
、
従
来
仙
般
に
認
め
ら
る
ゝ
鷹
で
あ
る
。
唯
此
の
場
合
に
考
ふ
べ
き
番
は
、
此
等
将
来
の
域
張
に
封
す
る
も
の
は
、
原
則
と
 
 

し
て
超
過
利
潤
を
以
で
発
つ
べ
き
で
あ
つ
て
、
鹿
格
に
於
て
之
を
補
臆
す
る
規
制
を
な
す
必
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。
国
家
が
そ
の
探
 
 

張
を
強
制
す
る
が
如
き
目
的
を
有
す
電
場
合
に
は
、
此
等
に
つ
き
必
要
の
考
が
な
さ
る
れ
ば
よ
い
。
 
 

（
川
）
 
利
益
率
中
に
滞
入
す
る
税
金
の
経
常
費
本
に
封
す
る
率
 
 
 

（
イ
）
 
法
人
税
の
申
所
得
に
判
す
る
課
税
は
、
税
法
上
所
得
の
計
算
に
於
て
之
を
損
金
に
算
入
せ
ざ
る
を
以
て
、
所
先
の
税
率
 
 

を
含
ま
ざ
る
純
益
に
対
す
る
率
に
換
算
し
、
之
を
前
項
配
常
・
借
入
金
利
子
・
敢
内
留
保
の
経
常
費
本
に
封
す
る
率
の
合
計
 
 
 

に
乗
じ
算
定
す
る
。
法
人
税
淡
施
行
袖
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の
は
、
 
 

（
。
）
 
‖
法
人
税
の
中
株
主
資
本
に
封
す
る
課
税
は
、
そ
の
所
定
の
税
率
に
経
常
資
本
に
於
け
る
株
主
資
本
の
構
成
比
率
を
乗
じ
 
 
 

で
筍
出
す
る
C
即
ち
、
 
 

顆
磯
城
腐
（
l
0
0
）
 
 
 

軍
謁
品
原
惜
と
利
潤
統
制
 
 

（
歯
科
汚
碑
偲
十
歯
間
堂
項
廠
十
鼻
缶
由
東
廠
）
 
×
 
 

浮
讃
盛
衰
（
讐
碑
増
茸
・
弟
覇
輩
出
紗
吋
帝
〓
 
 

弟
酢
硝
倒
（
好
機
）
 
 

預
 
撥
 
埋
 
営
 
 

×
の
笠
に
よ
る
。
 
 

＝
＝
露
出
縫
采
偲
 
 

】
0
0
－
－
∞
 
 

】
∞
 
 
 の

算
式
に
よ
る
。
 
 八

七
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（
ハ
）
 
常
柴
税
及
び
同
附
加
税
は
、
税
法
上
純
益
の
計
算
に
於
て
之
を
損
金
に
第
入
す
る
を
以
で
、
新
妻
の
税
率
を
前
項
配
 
 

常
・
借
入
金
利
ナ
・
眈
内
留
保
の
経
営
費
本
に
封
す
る
率
の
合
計
に
乗
じ
て
之
を
堺
田
す
る
。
即
ち
、
 
 

（
警
琵
誉
暫
葦
倣
十
警
護
傲
）
×
の
算
式
に
よ
り
算
撃
る
。
 
 
 

（
ニ
）
 
前
記
法
人
検
・
営
業
税
及
び
同
附
加
祝
の
経
螢
資
本
に
封
す
る
率
を
合
計
し
た
る
も
の
を
以
て
、
稚
金
の
経
常
費
本
に
 
 

封
す
る
率
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

利
益
率
に
静
入
す
べ
き
税
金
は
通
常
所
得
に
封
す
る
も
の
．
で
あ
つ
で
、
超
過
所
得
に
封
す
る
臨
時
利
得
紛
∵
或
は
同
族
愈
酷
税
の
 
 

如
き
を
褒
入
す
る
事
は
な
い
。
 
 

七
 
 

以
上
の
方
淡
に
依
り
て
鍵
螢
資
本
利
益
率
の
算
定
を
な
し
、
之
を
以
で
滴
扇
禿
る
総
資
本
利
益
率
に
等
し
と
す
る
の
で
も
る
が
、
 
 
 

此
の
算
定
が
行
は
れ
に
る
場
合
、
此
の
数
字
を
険
し
て
髄
質
利
益
率
を
算
出
す
る
慶
の
、
除
数
を
な
す
べ
き
資
本
回
柑
率
を
如
何
に
し
 
 
 

で
界
定
す
べ
き
や
、
之
が
今
残
さ
れ
た
る
問
題
で
あ
る
。
此
の
資
本
回
輔
車
は
各
倉
赦
又
は
事
薬
別
（
工
柴
別
）
に
算
定
し
に
る
、
経
 
 

常
費
本
圃
柏
率
た
る
を
以
て
原
則
と
す
る
も
、
そ
の
節
定
困
難
な
る
場
合
に
は
、
常
該
愈
敢
の
絶
資
本
回
綿
率
を
以
て
之
に
代
へ
、
 
 

資
本
回
特
車
を
食
紅
別
に
計
節
す
る
事
困
難
な
る
場
合
に
は
、
常
識
柴
種
の
標
準
的
総
資
本
何
時
率
を
以
て
之
に
代
ふ
る
寄
哲
得
る
 
 

め
で
ぁ
る
。
 
 
 

高
松
高
等
商
幾
畢
校
紀
元
二
千
六
青
年
記
念
論
文
集
 
 

凡
．
八
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



T
、
経
常
費
本
樽
回
率
の
堺
定
 
 
 

控
倍
資
本
回
輔
率
は
各
合
祀
別
に
、
そ
の
版
賛
高
と
経
常
費
本
平
均
森
高
と
の
比
率
を
以
て
之
を
算
定
す
る
。
伸
し
合
祀
が
数
箇
 
 

の
事
柴
・
又
は
数
筒
の
猫
立
せ
る
エ
場
を
有
す
る
場
合
に
は
、
之
を
各
事
業
別
又
は
各
工
場
別
に
算
定
す
る
の
で
あ
る
。
軍
需
品
工
 
 

功
に
於
け
る
製
品
は
必
す
し
も
各
製
造
禽
敢
問
に
測
一
的
で
は
な
い
。
簡
…
単
な
る
も
の
は
日
々
迅
速
に
製
品
と
な
る
も
、
機
械
・
飛
 
 

行
機
の
如
き
は
部
分
品
と
し
て
砲
め
て
迅
速
に
生
産
せ
ら
る
ゝ
も
、
製
品
と
し
て
は
長
き
時
鹿
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
此
等
は
生
 
 

産
の
釈
類
に
よ
り
て
非
常
に
相
異
が
あ
電
。
叉
謹
文
高
・
資
材
・
 

い
。
併
て
主
と
し
て
個
別
的
な
る
立
場
に
立
ち
て
、
寓
々
の
藁
の
野
晒
車
を
計
節
す
る
の
で
あ
る
。
↑
切
の
條
件
が
大
憶
測
〓
的
 
 

な
る
を
得
る
、
場
合
に
は
、
菜
種
的
な
る
回
柑
率
を
應
用
し
得
る
で
あ
ら
う
。
 
 
 

（
A
）
 
経
螢
資
本
平
均
衣
高
の
算
定
 
 
 

経
営
費
本
の
（
本
来
の
目
的
の
焉
に
現
賓
に
造
用
せ
ら
る
ゝ
資
本
の
み
を
計
上
す
る
）
平
均
在
高
は
、
最
折
ニ
ケ
年
に
於
け
る
各
三
 
 

ケ
月
末
の
絞
営
資
本
森
高
を
平
均
し
た
る
も
の
を
基
準
と
し
、
之
に
将
来
の
預
想
を
加
味
し
算
定
す
る
。
此
の
激
想
と
は
現
に
建
設
 
 

中
の
未
働
の
も
の
～
、
賂
釆
に
於
け
る
活
動
の
如
き
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
経
営
費
本
回
摘
琴
を
各
草
葉
又
は
各
工
場
別
に
欝
定
す
る
 
 
 

場
合
に
は
、
各
事
業
又
は
各
工
場
別
に
控
螢
資
本
の
平
均
在
高
を
算
定
す
る
。
此
の
場
合
一
般
管
理
又
は
版
東
部
（
即
ち
本
祀
）
の
資
 
 

本
は
、
之
を
通
常
な
る
基
準
に
依
り
で
各
寄
柴
又
は
工
場
の
薦
螢
資
本
に
按
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
華
）
 
販
東
高
の
算
定
 
 

軍
濡
鳥
原
慣
と
利
潤
統
制
 
 

八
九
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高
松
高
等
南
光
撃
校
紀
元
二
千
六
甘
牢
記
念
論
文
簸
 
 

九
〇
 
 
 

版
蕾
高
は
最
近
叫
ケ
年
に
於
け
る
商
品
版
攣
高
を
基
準
と
し
、
之
に
将
来
の
預
想
を
加
味
し
て
算
定
す
る
。
経
常
費
本
圃
拍
車
を
 
 

各
事
柴
又
は
各
工
場
別
に
岩
窟
す
る
場
合
に
は
、
各
事
業
又
は
工
場
別
に
版
山
峯
向
を
算
定
す
る
。
 
 
 

二
、
倉
軋
別
紙
春
本
呵
摘
率
の
算
窟
 
 
 

合
祀
別
資
本
回
柑
率
は
常
該
脅
敢
の
最
近
叫
ケ
年
間
に
放
け
る
紙
収
入
と
、
放
資
本
（
前
受
金
を
除
く
）
平
均
高
と
の
比
率
を
基
礎
 
 

と
し
、
之
に
賭
釆
の
預
憩
を
加
味
し
で
算
定
す
る
。
 
 
 

≡
、
業
種
別
槙
準
資
本
回
粗
密
の
節
定
 
 
 

菜
種
別
棟
準
放
資
本
回
撼
率
は
常
諸
業
種
の
多
数
禽
赦
に
付
算
定
し
た
る
、
最
単
一
ケ
年
間
の
蹄
牧
入
の
紙
額
と
、
放
資
本
（
前
 
 

受
金
を
除
く
）
平
均
泰
高
の
紘
瑚
と
の
比
率
を
基
礎
と
し
、
之
に
将
来
の
預
想
哲
加
味
し
て
算
盤
す
る
。
 
 
 

回
摘
率
は
販
烹
利
益
に
影
響
す
る
慶
大
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
回
帽
率
の
高
き
も
の
は
版
烹
利
益
率
は
減
少
す
る
結
果
と
な
る
。
 
 

殊
に
此
の
回
柑
率
は
愈
敢
に
よ
り
て
そ
れ
ん
1
異
な
る
べ
き
を
以
て
、
愈
祀
別
に
之
を
算
定
す
電
を
合
理
的
と
す
る
。
而
し
て
前
に
 
 

も
述
べ
た
る
が
如
く
、
回
柑
寧
は
企
業
の
能
率
に
関
係
す
る
魔
大
な
る
も
、
現
在
の
状
況
に
於
て
は
註
文
、
原
料
・
労
働
力
の
調
達
 
 

に
よ
り
受
く
る
影
響
多
き
も
の
な
る
に
よ
り
、
斯
く
合
祀
別
に
算
定
す
る
事
を
以
て
原
則
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
経
営
規
模
の
 
 

狭
少
な
る
も
の
に
あ
り
て
は
■
個
別
的
計
算
が
廠
吟
て
困
難
で
ぁ
つ
て
、
菜
種
別
棟
準
資
本
回
柑
率
を
應
用
す
る
番
を
認
め
な
く
で
 
 

は
な
ら
な
い
場
合
を
生
や
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

政
府
の
前
挽
金
、
換
言
す
れ
ば
禽
敵
側
に
於
け
る
前
受
金
は
、
資
本
の
如
く
利
子
或
は
利
潤
を
伸
ふ
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
べ
き
を
以
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て
、
粁
常
資
本
・
総
資
本
乃
壷
借
入
金
の
計
界
よ
・
り
之
を
除
外
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

販
要
利
益
率
の
繋
定
は
、
上
記
の
仙
、
に
よ
り
堺
定
し
た
る
、
辟
歯
糞
本
利
註
率
（
又
は
絶
資
本
利
益
率
）
を
、
二
、
に
よ
り
で
 
 

野
卑
し
た
る
常
該
愈
敢
又
は
寄
葵
（
エ
場
）
の
歴
螢
資
本
国
庫
率
ハ
又
は
箇
該
愈
煎
の
放
資
應
回
樽
率
、
茸
は
常
該
柴
癒
の
紙
資
本
回
 
 

輔
車
）
に
て
険
し
得
ら
る
ゝ
百
分
率
を
以
て
、
調
桝
償
格
決
定
に
常
り
基
準
と
な
す
べ
き
版
栗
利
益
率
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

放
棄
利
益
率
の
具
慣
的
適
用
に
つ
き
で
は
、
次
の
如
き
考
慮
を
彿
ふ
事
と
な
さ
れ
で
屠
る
。
即
ち
調
排
慣
格
決
定
に
選
り
、
原
僧
 
 

に
附
加
す
べ
き
琶
際
の
放
棄
利
益
率
を
決
定
す
る
に
懲
り
て
は
、
以
上
の
如
く
し
で
算
定
し
た
る
販
更
利
益
率
を
基
準
と
し
、
吏
に
 
 

之
が
通
庸
上
左
の
謬
鮎
に
留
意
し
、
必
要
な
る
考
慮
を
梯
ふ
事
と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
 
 

咄
、
帝
菜
の
経
螢
能
率
の
優
劣
 
 

常
識
事
菜
の
製
品
原
慣
が
、
恕
鹿
能
率
の
優
劣
に
よ
り
て
通
常
以
下
に
低
き
場
合
、
、
又
は
経
螢
能
率
の
不
良
に
関
り
て
通
常
以
上
 
 

に
高
き
場
合
に
は
、
そ
の
程
度
に
應
じ
版
蛍
利
谷
率
に
必
要
な
る
考
慮
を
加
へ
、
以
て
疲
薗
能
率
増
進
の
刺
戯
を
失
は
ぎ
ら
し
め
 
 

る
。
統
一
的
な
る
原
償
計
割
に
基
き
原
慣
比
較
を
な
し
、
連
荘
利
潤
率
が
∴
○
〆
な
る
と
き
、
能
率
の
特
に
高
き
も
の
に
例
へ
ば
仙
 
 

二
頭
、
能
率
の
特
に
低
き
も
の
に
例
へ
ば
八
郎
の
利
潤
を
許
す
が
如
く
に
、
輿
ふ
る
利
潤
に
幾
分
の
差
欒
を
許
す
と
云
ふ
の
が
宏
規
 
 

定
の
趣
旨
で
あ
つ
で
、
結
局
極
端
な
る
利
潤
を
抑
止
し
、
叉
極
端
な
る
利
潤
低
下
を
防
ぎ
、
生
産
域
充
の
目
的
に
副
ひ
つ
ゝ
も
佃
偶
 
 
 

格
鵜
☆
を
防
が
ん
と
す
る
の
、
手
加
減
を
行
は
ん
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
生
踵
拡
充
の
強
制
を
受
く
る
愈
祀
が
能
率
の
低
き
為
に
、
 
 

低
き
利
潤
に
甘
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
き
場
合
に
は
、
陸
軍
に
於
て
「
○
解
に
近
き
ま
で
に
利
潤
の
引
上
を
許
す
革
も
想
像
さ
れ
 
 

軍
需
品
廠
伐
と
利
潤
統
制
 
 

九
一
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九
二
 
 
 

高
松
高
額
薗
築
単
校
紀
元
二
千
六
首
年
記
念
論
文
築
 
 

る
の
で
あ
る
が
、
飴
り
に
能
率
高
く
利
潤
多
き
愈
敢
に
於
て
は
、
そ
の
能
率
改
善
の
刺
戟
を
全
然
没
却
す
る
番
な
き
程
度
に
於
て
、
 
 

利
潤
の
切
下
を
行
ふ
寄
を
想
像
し
な
く
で
は
な
ら
な
い
。
唯
此
の
場
合
に
、
資
本
金
の
少
く
減
債
償
却
の
徹
底
を
見
た
る
倉
敢
ほ
、
 
 

水
膨
れ
り
ま
ゝ
に
放
癒
せ
ら
れ
た
る
合
祀
に
封
比
し
、
利
潤
が
大
と
な
る
計
算
を
得
る
。
此
等
に
つ
き
て
は
表
面
上
の
計
算
に
の
み
 
 

囚
は
る
ゝ
な
ら
ば
、
優
秀
企
柴
を
毒
す
る
の
結
果
が
生
す
る
審
を
捷
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
、
事
業
の
財
躇
許
慣
上
の
差
異
 
 

箇
讃
事
業
が
財
政
の
健
全
化
の
見
地
に
基
き
、
資
産
を
通
常
以
下
に
低
く
評
惜
し
、
経
て
資
本
の
回
樽
挙
が
通
常
以
上
に
犬
な
る
 
 

場
合
、
或
は
反
封
に
不
健
全
な
る
財
政
々
策
の
結
英
、
資
産
を
過
大
に
許
慣
し
、
従
っ
て
資
本
の
回
摘
率
が
通
常
以
下
に
小
捻
る
場
 
 

合
に
は
、
そ
の
程
度
に
應
じ
販
蛍
利
益
に
必
要
な
る
考
慮
を
加
ふ
る
事
と
な
つ
て
居
る
。
 
 
 

優
秀
な
ら
ざ
る
云
は
ゞ
不
点
企
柴
に
於
て
、
同
〟
の
利
潤
を
待
ん
と
す
る
と
き
は
高
き
利
益
率
を
必
要
と
し
、
優
秀
な
る
企
業
は
 
 

低
き
利
益
率
に
て
庸
血
走
の
利
潤
射
あ
げ
得
る
。
高
き
回
樽
率
盲
有
す
る
も
の
は
版
資
利
益
率
は
減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
阿
鴫
数
に
 
 

ょ
り
て
血
走
の
利
潤
を
あ
げ
得
る
の
で
あ
る
。
唯
利
潤
一
定
化
の
見
地
よ
り
、
′
非
能
率
企
業
に
高
き
版
営
利
益
率
を
許
し
、
優
秀
 
 

企
業
に
低
き
利
箪
率
を
強
制
す
る
な
ら
ば
、
優
秀
企
薬
の
経
営
刺
俄
は
喪
失
せ
ら
る
～
寄
と
な
る
の
で
あ
つ
で
、
財
政
の
健
全
な
る
 
 

も
の
と
怒
ら
ざ
る
も
の
と
の
問
に
、
そ
の
程
度
に
應
す
る
の
版
費
利
益
率
を
設
定
す
る
や
う
、
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
 
 
 

る
〇
 
 

三
、
事
柴
の
特
異
性
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常
識
事
菓
の
製
品
が
、
市
場
性
を
有
せ
ぎ
る
兵
器
そ
の
他
特
殊
軍
需
品
に
し
て
、
常
該
製
品
の
生
産
を
停
止
し
た
る
場
合
に
於
 
 

て
、
そ
の
設
備
を
他
に
帖
用
困
難
な
る
等
の
事
業
に
封
し
で
は
、
そ
の
寄
情
に
應
じ
販
賛
利
益
率
に
必
要
な
る
考
慮
を
加
ふ
る
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

蛋
工
業
に
は
固
定
資
産
の
尤
大
な
る
を
必
姿
と
す
る
。
叉
比
の
梯
企
共
に
は
通
常
極
め
て
多
く
の
椎
柴
員
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
其
の
経
常
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
長
期
持
紙
を
必
娼
條
件
と
す
そ
黎
は
諭
す
る
ま
で
も
な
い
。
此
等
が
政
治
的
・
軍
事
的
な
る
 
 

政
策
に
基
き
て
、
叫
時
そ
の
畿
展
を
強
要
せ
ら
る
～
と
も
、
平
和
釆
と
共
に
何
等
か
の
支
持
を
央
ひ
て
、
経
営
困
難
に
蕾
面
す
る
の
 
 

日
あ
る
審
は
、
過
去
の
鸞
捺
に
徴
レ
て
又
免
れ
能
は
ぎ
る
状
態
で
あ
る
。
之
に
鑑
み
で
、
特
殊
生
産
企
柴
乃
至
同
定
設
備
の
他
に
特
 
 

用
を
困
難
と
す
る
も
の
に
は
、
減
僧
侶
却
の
特
殊
取
扱
を
認
む
る
か
、
乃
至
は
進
で
利
益
率
の
決
定
に
特
別
な
る
考
慮
を
施
さ
な
く
 
 

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
′
る
〇
 
 

四
、
そ
の
他
の
調
桝
上
必
要
な
る
考
慮
 
 

が
彿
は
れ
る
が
、
此
等
は
事
情
に
よ
つ
て
抱
起
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

要
は
運
用
の
妙
香
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
必
要
な
る
考
慮
を
彿
ふ
に
懲
り
、
唯
機
械
的
な
諸
措
置
に
流
れ
、
或
は
罫
な
る
皮
相
的
 
 

な
る
見
解
に
基
き
て
事
を
断
す
る
の
底
意
に
流
れ
る
寄
な
き
を
期
し
、
山
国
産
薬
の
振
興
を
常
に
念
頭
に
琶
い
て
、
成
る
程
産
ま
で
 
 

経
営
者
の
努
力
と
創
意
と
に
酬
ゆ
る
の
、
運
用
も
な
さ
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
運
用
の
街
に
常
る
常
事
者
に
 
 

そ
の
人
を
得
る
番
は
廠
ゆ
で
草
野
な
る
番
柄
で
あ
る
。
 
 

軍
璃
串
原
慣
と
利
潤
統
制
 
 

九
三
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高
松
高
等
商
業
塑
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

九
四
 
 
 

最
後
に
販
資
利
益
率
算
定
上
必
要
な
る
基
準
、
並
し
中
小
経
螢
及
び
調
桝
金
額
の
小
な
る
合
祀
に
洒
甫
す
べ
学
業
種
別
販
営
利
益
 
 

率
は
、
毎
年
頭
和
栗
埋
局
長
よ
り
指
示
す
る
事
と
な
つ
て
居
る
虻
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